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明
代
珠
江
デ
ル
タ
の
宗
族
・
族
諸
・
戸
籍

宗
族
を
め
ぐ
る
…
一
一
一
口
説
と
史
実
i
l
!

片

同1

山

は
じ
め
に

筆
者
の
研
究
の
出
発
点
は
、
珠
江
デ
ル
タ
に
お
い
て
虫
叩
制
(
阿
凶
問
T
制
)
が
清
末
民
間
期
ま
で
存
続
し
た
事
実
の
発
見
、
お
よ
び
盟
申
制

例代務長江デルタの宗族・族諮・戸籍

と
宗
族
結
合
と
の
関
連
の
追
求
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
来
、
当
地
域
の
多
数
の
族
諮
を
閲
読
し
て
き
た
。
そ
し
て
、
明
初
に
里
中
一
戸
籍
を
取
得

一
方
、
当
地
域
の
宗
族
に
は
、
そ
の
握
先
が
南
宋
末
に
広
東
省
北
部
の
南
雄
珠

機
器
か
ら
移
住
し
て
き
た
と
す
る
伝
説
(
後
述
の
珠
磯
慈
伝
説
)
を
も
つ
も
の
が
多
い
。
し
か
し
、
宋
元
王
朝
か
ら
戸
籍
を
取
得
し
た
こ
と

し
た
こ
と
を
襟
務
す
る
族
譜
が
多
い
こ
と
に
気
づ
い
た
。

を
襟
務
す
る
族
諮
が
皆
無
に
近
い
こ
と
に
も
気
づ
い
た
。
明
初
に
お
け
る
畏
甲
制
の
全
国
的
施
行
は
、
問
時
に
車
問
ヤ
制
を
基
礎
と
す
る
一
戸

籍
制
度
の
全
国
的
施
行
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
里
甲
制
的
戸
籍
制
度
は
、
基
本
的
に
は
清
代
に
も
引
き
継
が
れ
て
い
く
。
そ
れ
が
そ

の
役
割
を
完
全
に
終
え
る
の
は
、
少
な
く
と
も
珠
江
デ
ル
タ
で
は
、
一
九
五
一
年
に
開
始
さ
れ
た
土
地
改
革
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
本
稿

は
、
広
州
府
香
山
県
の
一
宗
族
の
族
諮
を
と
り
あ
げ
、
い
ま
述
べ
た
珠
江
デ
ル
タ
の
族
議
聞
に
見
え
る
特
徴
l
l明
初
に
お
け
る
虫
申
戸
籍

の
取
得
の
標
傍
l
i
iに
焦
点
を
合
せ
、
そ
の
特
鍛
が
い
か
な
る
歴
史
的
背
景
の
も
と
で
査
場
す
る
の
か
を
俄
別
具
体
的
に
解
明
し
、
こ
れ

を
通
じ
て
明
代
珠
江
デ
ル
タ
の
宗
族
結
合
や
地
域
社
会
の
形
成
要
閣
と
そ
の
構
造
と
に
つ
い
て
新
た
な
照
明
を
当
て
る
こ
と
を
め
ざ
し
て

459 

い
る
。
そ
し
て
今
後
、
戸
籍
制
制
度
を
含
む
明
朝
の
諸
制
度
と
珠
江
デ
ル
タ
社
会
と
の
密
接
な
関
係
を
解
明
し
て
い
く
足
が
か
り
と
し
た
い
。
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460 

な
お
紙
…
帽
の
都
合
で
、
明
代
珠
江
デ
ル
タ
の
宗
族
や
族
諸
に
隠
す
る
先
行
研
究
の
成
果
を
網
羅
的
に
は
紹
介
で
き
な
い
が
、
本
稿
の
行

論
に
関
係
す
る
範
開
で
言
及
し
て
お
き
た
い
。
井
上
徹
氏
は
、
宋
代
以
降
、
特
に
十
六
世
紀
以
降
の
中
国
に
お
け
る
宗
族
結
合
の
目
的
を
、

元明の部

珠
江
デ
ル
タ
の
そ
れ
を
含
め
て
、
科
挙
官
僚
を
代
々
送
り
出
し
て
い
く
こ
と
の
一
点
に
求
め
る
仮
説
を
提
示
し
、
そ
の
実
証
作
業
を
進
め

て
い
る
[
井
上
二
0
0
0
1
こ
の
仮
説
は
宗
族
結
合
の
あ
り
様
や
そ
の
形
成
要
因
を
単
一
的
に
考
え
る
点
で
、
そ
れ
ら
を
多
様
に
考
え
る

研
究
者
か
ら
批
判
を
受
け
て
い
る
〔
山
田
ニ
O
O
二
等
〕

0

本
稿
の
目
的
の
ひ
と
つ
は
、
井
上
説
の
妥
当
性
を
明
代
珠
江
デ
ル
タ
の
実
例
に

即
し
て
検
証
す
る
こ
と
に
あ
る
。

近
年
、
科
大
衛
氏
は
明
代
以
降
の
珠
江
デ
ル
タ
社
会
の
歴
史
、
特
に
宗
族
の
歴
史
を
、
明
輯
諸
制
度
と
係
数
文
化
と
が
明
代
の
当
地
域

に
お
い
て
も
っ
た
独
自
の
価
値
に
北
相
関
し
て
考
察
し
て
い
る
(
科
大
衡
一
九
九
九
等
〕
。
こ
れ
は
筆
者
に
と
っ
て
大
き
な
刺
激
と
な
っ
て
い

る
。
た
だ
し
、
族
諮
が
明
初
に
お
け
る
戸
籍
取
得
を
襟
傍
す
る
意
味
に
つ
い
て
は
論
及
し
て
い
な
い
。
本
稿
は
戸
籍
も
ま
た
価
値
あ
る
財

で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
検
討
し
て
い
く
。

瀬
川
島
久
氏
は
族
諮
に
含
ま
れ
る
虚
構
性
に
着
目
し
、
そ
の
虚
構
性
の
側
面
か
ら
族
諸
や
宗
族
結
合
の
も
つ
意
味
を
人
類
学
的
に
解
明

し
て
い
る
〔
瀬
川
一
九
九
六
〕
。
本
稿
は
こ
れ
に
刺
激
を
受
け
、
族
諮
に
含
ま
れ
る
虚
構
性
の
意
味
を
地
域
に
即
し
て
歴
史
学
的
に
解
明
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
陳
忠
烈
氏
も
、
実
地
調
査
に
お
い
て
見
出
し
た
完
整
口
聞
か
ら
破
綻
を
含
む
粗
悪
品
に
至
る
種
々
の
族
譜
を
分

析
し
、
開
発
が
比
較
的
遅
い
地
域
に
お
い
て
、
「
小
姓
」
「
雑
姓
」
等
の
異
姓
間
で
形
成
さ
れ
る
「
虚
擬
的
」
宗
族
結
合
等
、
宗
族
結
合
の

多
様
性
を
窺
わ
せ
る
興
味
深
い
事
例
を
紹
介
し
て
い
る
{
糠
忠
烈
一
九
九
九
〕
。

本
稿
が
検
討
対
象
地
域
と
す
る
香
山
県
に
つ
い
て
、
察
志
祥
氏
が
、
本
県
を
と
り
ま
く
大
き
な
賢
史
変
動
と
関
連
さ
せ
て
宗
族
結
合
の

あ
り
方
の
変
化
と
そ
の
柔
軟
性
を
指
摘
し
て
い
る
[
察
志
祥
一
九
九
回
〕
。
た
だ
し
実
証
に
割
く
紙
輔
が
な
い
た
め
か
、
説
得
力
に
欠
け
る

(
i
)
 

憾
み
が
あ
る
。
西
川
喜
久
子
氏
は
、
本
稿
が
誼
接
の
対
象
と
す
る
香
山
県
恭
常
都
を
含
め
て
、
呑
山
県
の
社
会
・
経
済
と
宗
族
の
歴
史
に

関
す
る
網
羅
的
考
察
を
行
な
っ
て
お
り
〔
西
川
二
0
0
0
〕
、
県
内
に
お
け
る
社
会
・
経
済
や
宗
族
結
合
の
規
模
の
地
域
的
相
違
を
知
る
う



え
で
神
益
を
受
け
た
。香

山
県
徐
氏
の
履
控
と
宗
譜
の
改
編

1 

臆
歴
・
系
統
と
宗
譜

本
稿
が
主
な
検
討
対
象
と
す
る
宗
族
は
香
山
県
の
徐
氏
で
あ
り
、
使
用
す
る
主
要
史
料
は
、
清
・
徐
潤
吋
広
東
香
山
徐
氏
宗
諮
」
(
光

緒
十
年
石
印
本
。
北
京
、
中
間
出
科
学
院
図
書
館
歳
。
以
下
、
本
系
譜
と
呼
ぶ
)
で
あ
る
。
本
宗
譜
に
つ
い
て
は
次
段
で
解
説
す
る
こ
と
に
し
て
、

、(
2
)

本
段
で
は
徐
氏
の
歴
史
を
、
本
稿
に
登
場
す
る
人
物
や
系
統
を
中
心
に
、
本
宗
諮
の
設
定
に
沿
っ
て
概
述
す
る
(
図
表
1
参
照
)
。
た
だ
し
、

明代珠江デルタの宗族・族諸・戸絡

そ
の
理
由
は
後
述
す
る
が
、
各
人
物
が
ど
の
時
・
代
の
者
で
あ
る
か
に
つ
い
て
は
陵
味
な
ま
ま
記
す
。
香
山
徐
氏
の
始
祖
刊
第
一
世
は
延
昨

に
お
か
れ
て
い
る
。
徐
氏
は
代
々
河
南
の
開
封
府
隙
留
県
に
居
住
し
、
延
砕
も
附
保
留
県
に
生
ま
れ
育
っ
た
。
延
昨
の
時
代
に
「
世
乱
」
を

迎
え
る
と
、
被
自
身
は
煉
留
県
に
残
っ
た
が
、
…
同
氏
子
広
逮
と
次
子
広
徳
の
兄
弟
は
移
住
す
る
べ
く
陳
留
県
を
離
れ
た
。
広
遠
の
方
は
香
山

県
恭
常
都
の
前
山
に
到
り
定
品
殺
し
て
い
く
。
数
年
後
、
広
徳
も
前
山
に
到
り
、
広
達
と
偶
然
に
再
会
し
て
前
山
に
定
着
し
て
い
く
。
す
な

わ
ち
香
山
県
へ
の
始
遷
祖
は
広
逮
・
広
認
で
あ
る
が
、
明
嘉
靖
年
間
の
七
世
達
一
叫
に
よ
る
最
初
の
族
諮
編
纂
時
に
、
蘇
淘
の
族
諮
編
纂
方

法
に
倣
い
、
始
遷
祖
の
父
延
併
が
始
祖
と
さ
れ
た
の
で
、
広
達
・
広
穂
は
第
二
世
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
広
遠
の
長
子
観
佐
と
広
誌
の
子

(
3
)
 

孫
と
は
前
山
に
留
ま
っ
た
が
、
広
速
の
次
予
観
成
は
前
山
か
ら
十
盟
足
ら
ず
の
北
嶺
に
移
住
し
た
。
な
お
西
川
喜
久
子
氏
は
、
北
嶺
観
成

系
の
歴
史
の
概
略
を
鰐
介
し
、
明
清
時
代
を
通
じ
て
観
成
系
に
は
挙
人
以
上
の
科
挙
合
務
者
が
…
名
も
出
て
い
な
い
こ
と
、
塩
業
か
ら
身

(
4
)
 

を
超
こ
し
た
こ
と
等
か
ら
、
観
成
系
は
恭
常
都
に
お
け
る
中
層
か
ら
下
層
の
宗
族
と
推
測
し
て
い
る
〔
西
川
こ
0
0
0
、
資
七
七
]
。

461 

本
宗
諸
に
は
、
「
前
山
徐
氏
宗
諮
」
(
前
山
叙
倫
堂
石
印
)
と
「
北
嶺
徐
氏
宗
諮
」
(
北
嶺
議
修
堂
石
印
)
と
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
各
々
に
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462 元明の部

呑ILi徐氏系i立l間表 1

広賢広徳

滋輿

五t~も
(10世)

*1まj幸子ーを示す

*
 

笠

1
1
1
n
兄

批
紙
件綴去を*綴成

義彩

{言~Vi
(10i!l:) 

で
広i主

ト
観佐

号表

逮百I
( 7 i!l:) 

11世

2世

3立[

41止

徐氏宗譜ゅの諸資料の作成時期

資料 作成Hをj切 執筆者 空fキ1.名 所在

A1 嘉綴45王手(1566) j琴鶴年(族外) 始祖延語f公伝 A/巻13.支伝25a
A2 lを度予 6iド(1572) 米干し談(族外) 綴佐公{云 A/巻 l家伝27a
A3 [;お精 .1径I~ごろ} [7i1J:孫逮TIJ] I!l:・紀録 A/巻 3ill:紀録1b叩 2a
B 1 祭j禎2年(1629) 張思賢(族外) 義彰公伝 B/巻 7先使、録30a-b
A4 崇被 3iド(1630) 郭汝桟(族外) 広逮・広徳一公合伝 A/巻 1家伝26a-b
A5 燦照32年(1693) 10“lli!l:孫 6名 大宗がj記 A/巻 I品目j位54a
A6 康烈18王手(1709) 10社ttお交晃 t¥'i修前!ll徐氏宗訟原Ff A/巻首6仕 7b
B2 康照59年(1720) 111止孫12名 大宗絢記 B/巻11柄祭志la-b
B3 乾11t2勾三(1737) 杭限:1波(族外) f余B注工伝主主誌銘 B/巻7先徳録44a-b

図表2

[ ]内は片山による推定を示す。

巻

が
存
在
す
る
。
つ
ま
り
本
宗
識
は
、
そ

れ
ぞ
れ
加
倒
に
編
纂
さ
れ
た
族
譜
が
合
刻
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
前
山
の
方

は
広
遠
の
長
子
観
佐
系
と
広
徳
系
の
ニ
系
統

に
関
す
る
族
識
で
あ
り
、
北
嶺
の
方
は
広
遼

(
5
)
 

の
次
予
観
成
系
の
族
譜
で
あ
る
。
観
佐
系
族

諮
の
編
纂
は
、
明
議
靖
年
限
に
観
佐
系
七
低

の
遠
可
に
よ
っ
て
始
ま
り
、
観
成
系
族
請
の

AIま観{左系・広徳系族議、 BIま観JlX:系族議を示す。

編
纂
は
、
崇
組
元
年
(
一
六
二
八
)
に
観
成

系
十
世
の
信
新
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
さ
れ

て
い
る
(
図
表
2
の

B
3
1
広
穂
系
族
譜
の

編
纂
は
遜
く
、
康
問
日
間
十
八
年
(
一
七
O
九

に
広
徳
系
十
世
の
景
晃
が
行
な
っ
て
い
る

(
図
表
2
の
A
6
)
0

本
宗
諮
所
収
の
資
料
の
う
ち
、
徐
氏
一
族

の
一
戸
籍
に
言
及
し
て
い
る
も
の
を
、
資
料
中

に
開
明
記
さ
れ
て
い
る
執
筆
年
次
に
も
と
づ
い

て
年
代
願
に
整
理
し
た
も
の
が
酪
表
2
で
あ

る
(
以
下
、
各
資
料
を
A
1等
で
示
す
)
。
な
お
、
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A
3
は
作
成
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
後
述
す
る
よ
う
に
、

A
1
・
A
2
と
閉
じ
く
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
に
編
纂
さ
れ
た
も
の
と
推

定
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
資
料
を
検
討
し
て
い
く
と
、
資
料
聞
に
い
く
つ
か
の
矛
績
が
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
本
稿

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
矛
震
を
と
り
あ
げ
る
余
裕
は
な
い
の
で
、
徐
氏
一
族
が
明
朝
の
戸
籍
を
取
得
し
、
保
有
し
て
い
く
問
題
に
焦
点
を
合
せ

て
考
察
す
る
。

2 

明
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
(
設
定
1
)

作
成
時
期
が
最
も
早
い
資
料
は
、
嘉
靖
四
十
五
年
(
一
五
六
六
)
の

A
1
「
始
祖
延
一
昨
公
伝
」
で
あ
り
、
次
は
陵
慶
六
年
(
一
五
七
二
)

明代珠江デルタの宗族・族諮・戸籍

の
A
2
「
観
佐
公
伝
」
で
あ
る
。
ど
ち
ら
も
観
佐
系
七
世
逮
可
の
依
頼
に
よ
っ
て
族
外
の
人
物
が
執
策
し
た
こ
と
が
資
料
中
に
明
記
さ
れ

(
6
)
 

て
い
る
。
以
下
、

A
ー
か
ら
蝦
次
検
討
し
て
い
く
が
、
行
論
の
使
立
の
た
め
に
、
次
の
一

l
3
で
指
摘
す
る
点
を
予
め
提
示
し
、
照
明
を

当
て
る
べ
き
問
題
を
明
ら
か
に
し
て
お
く
。
一

i
3
で
指
摘
す
る
点
と
は
、
崇
献
一
二
年
(
一
六
一
一
一
O
)
作
成
の

A
4
「
広
遼
・
広
徳
二
公

ム
口
伝
」
が
、
広
達
・
広
徳
兄
弟
は
元
求
に
隙
留
県
を
隊
れ
て
移
住
し
、
広
達
は
洪
武
二
十
四
年
(
一
一
一
一
九
二
に
生
存
し
、
広
穂
は
、
水
楽
元

(
一
四
O
一
二
)
に
生
存
し
て
い
た
と
設
定
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
照
明
を
当
て
る
べ
き
問
題
と
は
、
嘉
靖
・
隆
慶
期
の
資
料
の
設
定

と
右
の

A
4
の
設
定
と
を
比
較
対
照
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
明
清
珠
江
デ
ル
タ
の
族
諸
に
は
、
宗
族
の
履
歴
を
有
名
な
珠
磯
巷
伝
説

(
間
判
消
珠
江
デ
ル
タ
の
主
要
な
民
系
で
あ
る
広
的
人
の
祖
先
に
関
す
る
移
住
伝
説
。
以
下
、
「
伝
説
」
と
略
す
)
の
設
定
に
合
致
さ
せ
て
叙
述
す
る
傾

向
が
見
ら
れ
る
。
そ
こ
で
同
時
に
、
本
宗
諸
中
の
資
料
が
「
伝
説
」
の
設
定
内
容
と
ど
の
殺
度
符
合
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

「
伝
説
」
の
設
定
内
容
の
要
点
を
整
理
す
れ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
〔
片
山
一
一
O
O
問
、
復
宣

①
広
府
人
の
扱
先
の
祈
山
山
元
は
中
原

で
あ
り
、
南
雄
珠
磯
巷
を
経
由
し
て
珠
江
デ
ル
タ
へ
移
住
し
た
、
②
南
雄
珠
磯
巷
か
ら
珠
江
デ
ル
タ
へ
の
移
住
時
期
を
南
宋
米
と
す
る
、
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③
珠
江
デ
ル
タ
に
到
策
し
た
後
、
明
朝
の
里
甲
制
に
参
入
し
て
毘
甲
一
戸
絡
を
取
得
し
、
徳
役
・
税
糧
を
正
規
に
負
担
し
て
い
く
、
④
珠
江

デ
ル
タ
の
移
住
先
に
は
「
土
民
」
(
後
段
、
二

3
参
照
)
が
存
在
し
て
お
り
、
広
府
人
の
程
先
は
到
着
か
ら
盟
申
戸
籍
の
取
得
ま
で
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(
7
)
 

員
」
の
社
会
的
保
護
を
受
け
、
そ
の
王
朝
と
の
関
係
も
「
土
民
」
を
媒
介
と
す
る
間
接
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

A
1
「
始
担
延
一
昨
公
伝
」
で
は
、
始
祖
の
延
酢
は
河
南
開
封
府
の
線
'
媛
県
に
生
ま
れ
、
生
前
に
宋
末
(
「
宋
季
」
)
を
迎
え
た
と
設
定
さ
れ

(
8
)
 

て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
宋
末
と
は
、
南
宋
末
を
指
す
。
そ
し
て
延
一
昨
自
身
は
陳
留
県
に
残
っ
た
が
、
そ
の
子
の
広
達
・
広
徳
の
二
人
は(

9
)
 

「
世
乱
」
に
逢
っ
て
陳
留
県
を
離
れ
、
前
後
し
て
広
東
省
に
到
り
定
着
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
い
う
「
世
乱
」
は
元
初
の
乱
を
指
す
。

元明の部

つ
ま
り
A
I
は
、
第
一
に
、
徐
氏
の
祖
先
の
析
出
元
は
中
原
の
河
南
関
封
府
で
あ
り
、
第
二
に
、
始
祖
延
一
昨
は
生
前
に
南
宋
末
を
迎
え
た

と
設
定
し
て
い
る
。
第
三
に
、
始
選
祖
の
広
達
・
広
徳
二
人
の
河
南
か
ら
広
東
へ
の
移
住
時
期
の
設
定
は
元
初
(
も
し
く
は
一
%
中
期
)
と
推

測
さ
れ
る
。
な
お
「
伝
説
」
と
対
比
す
る
と
、

A
ー
に
は
南
雄
珠
磯
巷
が
登
場
せ
ず
、
ま
た
香
山
県
で
の
明
朝
一
戸
籍
の
取
得
も
登
場
し
て

、るご、‘。

‘ν手
ho'ν

A
2
「
観
佐
公
怯
」
に
は
、
一
一
一
世
観
佐
が
ど
の
時
代
の
人
物
な
の
か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
当
面
の
問
題
に
関
係
す
る
範

囲
で
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、
観
佐
は
前
山
に
お
け
る
父
広
遠
の
「
初
創
之
業
」
を
継
承
し
た
、
第
二
に
、
観
佐
の
享
年
は
六
十
歳
で
、

第
一
一
一
に
、
観
佐
の
弟
観
成
は
、
父
広
達
の
「
初
創
之
業
」
を
継
示
せ
ず
に
前
山
か
ら
北
嶺
に
移
住
し
た
が
、
移
住
後
も
観
佐
と
観
成
の
交

流
は
継
続
し
て
い
た
、
と
な
る
。
こ
こ
で
第
一
点
か
ら
、
第
四
に
、
広
達
の
没
年
は
観
佐
の
没
年
よ
り
も
早
い
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
導
か
れ
る
。

A
3
「
世
紀
録
」
に
は
そ
の
作
成
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
A
3
の
内
容
は
A
1
・
A
2
と
符
合
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も

A
4
と
符
合
す
る
の
か
を
検
討
し
よ
う
。

A
3
の
内
容
は
以
下
で
あ
る
。

二
役
広
達
一
延
一
昨
の
長
子
。
「
仕
元
為
郎
官
」
。
生
没
年
は
不
明
。

ニ
世
広
徳
一
延
鮮
の
次
子
。
「
仕
元
為
塩
官
」
。
生
没
年
は
不
明
。

一
二
世
観
佐
一
広
遠
の
長
子
。
「
仕
明
」
。
生
没
年
は
元
泰
定
元
年
1
明
洪
武
十
六
年
。
享
年
六
十
歳
。

四
位
談
一
観
佐
の
長
子
。
生
没
年
は
元
主
正
十
八
年
j
明
、
水
楽
十
年
。
享
年
五
十
五
歳
。
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右
の
内
容
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
四
世
議
の
生
年
を
一
冗
至
正
十
八
年
(
一
一
一
一
五
八
)
、
没
年
を
明
永
楽
十
年
(
一
回
一
一
一
)

と
し
て
い
る
か
ら
、
譲
は
明
洪
武
二
十
四
年
(
一
一
一
一
九

)
に
数
え
年
一
一
一
十
四
歳
で
生
存
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
一
一
一
世
観
佐
に
つ
い
て

は
、
生
年
を
元
泰
定
元
年
(
二
一
一
二
回
)
、
没
年
を
明
洪
武
十
六
年
(
一
一
一
一
八
一
一
一
)
と
し
、
享
年
を
六
十
歳
と
す
る
か
ら
、
洪
武
二
十
四
年

(
叩
)

に
は
死
亡
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
観
佐
に
つ
い
て
「
明
に
仕
え
た
」
と
記
す
の
は
、
生
ま
れ
た
の
は
元
代
だ
が
、
明
代
ま
で
生
き
た
か

ら
で
あ
ろ
う
。
二
世
広
逮
に
つ
い
て
は
、
そ
の
生
没
年
を
不
明
と
す
る
が
、
「
一
γ

ん
に
仕
え
て
郎
官
と
な
っ
た
」
と
記
す
。
観
佐
の
よ
う
に

「
明
に
仕
え
た
」
と
記
さ
な
い
の
は
、
広
達
が
元
代
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

一
世
広
徳
に
つ
い
て
は
、

そ
の
生
没
年
を
不

明
と
す
る
が
、
「
元
に
仕
え
て
塩
官
と
な
っ
た
」
と
記
す
。
こ
れ
は
、
広
遠
の
場
合
と
同
じ
く
、
広
徳
が
元
代
に
死
亡
し
て
い
る
こ
と
を

示
唆
す
る
。
観
佐
が
洪
武
十
六
年
に
六
十
歳
で
死
亡
し
て
い
る
点
を
考
慮
す
る
な
ら
、
そ
の
父
広
達
は
洪
武
二
十
四
年
に
は
す
で
に
死
亡

し
て
お
り
、
広
徳
も
ま
た
永
楽
元
年
に
は
す
で
に
死
亡
し
て
い
る
蓋
然
性
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。

明代珠江テ、ルタの宗族・族諮・戸籍

以
上
か
ら
、

A
3
の
設
定
内
容
は
A
4
と
矛
盾
す
る
と
判
断
で
き
る
。

一
方
、

A
1
・
A
2
と
対
比
す
る
と
、
第
一
に
、
観
佐
の
享
年

を
六
十
歳
と
す
る
点
は
、

A
2
の
「
観
佐
の
享
年
は
六
十
歳
」
と
符
合
す
る
。
第
こ
に
、
広
達
が
元
代
に
死
亡
し
、
観
佐
が
明
代
ま
で
生

存
し
た
と
す
る
点
は
、

A
2
か
ら
抽
出
し
た
「
広
遠
の
没
年
は
観
佐
の
没
年
よ
り
も
早
い
」
と
符
合
す
る
。
ま
た
A
ー
か
ら
、
広
達
・
広

徳
ニ
人
の
陳
留
県
か
ら
広
東
へ
の
移
住
時
期
が
一
冗
初
と
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
導
出
し
た
。
元
初
に
生
存
し
て
い
た
人
物
が
明
代
ま
で

生
存
す
る
の
は
困
難
で
あ
る
か
ら
、
第
三
に
、

A
3
か
ら
広
達
・
広
徳
が
元
代
に
死
亡
し
た
と
推
測
で
き
る
点
は
、

A
1
に
お
け
る
移
住

(
孔
)

時
期
の
設
定
と
符
合
す
る
。
以
上
、

A
3
の
設
定
内
容
は

A
1
・
A
2
と
符
合
す
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
は
、

A
3
が
A
1
・
A
2
と
伺

じ
く
、
嘉
靖
・
睦
慶
年
間
に
七
世
達
可
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
し
て

A
l
j
A
3
の
設
定
内
容
(
以
下
、
設
定
1

と
呼
ぶ
)
を
整
理
す
る
と
、
広
達
・
広
徳
は
元
初
に
生
ま
れ
て
移
住
し
、
元
代
に
死
亡
し
た
と
な
る
。
こ
れ
は
崇
禎
三
年
作
成
の

A
4
の
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設
定
と
大
き
く
食
い
違
う
。
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明
崇
顧
年
間
同
(
設
定
2
の
登
場
)

3 

元明の部

さ
て

A
1
「
始
担
延
一
昨
公
伝
」
に
は
、
そ
の
子
の
広
達
・
広
徳
が
登
場
す
る
。
ま
た

A
2
「
観
佐
公
伝
」
に
も
、
そ
の
父
広
遠
が
登
場

す
る
。
そ
し
て
、
広
迷
(
お
よ
び
広
徳
)
が
前
山
へ
の
始
選
祖
で
あ
る
こ
と
を
考
癒
す
る
な
ら
、

A
l
-
A
2
の
執
筆
が
依
頼
さ
れ
る
嘉

治
・
経
慶
年
間
に
、
特
に
A
2
の
執
筆
が
依
頼
さ
れ
る
前
に
、
広
逮
(
お
よ
び
広
徳
)
の
伝
の
執
筆
が
依
頼
さ
れ
た
と
し
て
も
不
思
議
は

な
い
。
だ
が
奇
妙
な
こ
と
に
、
本
宗
詰
所
収
の

A
4
「
広
達
・
広
徳
二
公
ム
口
伝
」
は
、

A
1
・
A
2
か
ら
約
六
十
年
後
の
崇
組
一
一
一
年
(
一

六一一一
O
)
に
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
も
前
述
の
よ
う
に
、

A
4
の
設
定
内
容
は

A
l
j
A
3
の
そ
れ
と
か
な
り
呉
な
る
。
し
た

が
っ
て
、
広
迷
(
お
よ
び
広
徳
)
の
伝
は
嘉
靖
・
降
慶
年
間
同
に
一
度
作
成
さ
れ
た
が
、
山
町
田
被
一
一

っ
て
そ
の
内
容
を
改
変
す
る
(
洪
武

二
十
四
年
に
広
遼
が
生
存
等
)
必
要
が
生
じ
た
た
め
、
新
た
に
A
4
が
作
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
こ
で
こ
の
推
測

を
検
証
す
る
べ
く
、
ま
ず
A
4
の
設
定
内
容
を
確
認
し
よ
う
。

A
4
の
要
旨
を
和
訳
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

広
達
・
広
徳
は
元
末
(
「
一
%
季
」
)
の
乱
に
遭
っ
て
河
南
を
離
れ
た
が
、
途
中
で
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
。
広
遠
の
方
は
、
河
南
か
ら
、

南
雄
、
番
馬
県
、
香
山
県
の
落
陪
長
捕
、
香
山
県
の
前
山
築
、
以
上
の
順
に
移
り
住
ん
だ
。
そ
し
て
前
山
に
移
っ
た
の
ち
、
朱
友
仁

な
る
者
か
ら
趨
回
二
頃
九
十
四
畝
を
購
入
し
、
洪
武
ニ
十
四
年
に
籍
を
香
山
県
に
入
れ
る
時
に
、
第
一
日
中
電
籍
に
編
入
さ
れ
た
。
そ

(
臼
)

の
後
、
弟
の
広
徳
は
偶
然
に
前
山
に
到
り
、
前
山
に
留
ま
る
べ
く
、
永
楽
元
年
に
籍
を
香
山
県
に
入
れ
た
。

以
上
を
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、
広
達
・
広
徳
の
こ
人
が
隙
留
県
を
離
れ
た
時
期
は
元
末
で
あ
る
。
第
二
に
、
広
達
は
前
山
に
移
住
後
、

龍
田
ニ
百
九
十
閲
畝
を
購
入
し
た
。
第
三
に
、
洪
武
二
十
四
年
(
一
一
一
一
九
二
に
、
広
達
は
香
山
県
に
一
戸
籍
を
入
れ
る
が
、
そ
の
際
、

(
日
)

に
編
入
さ
れ
た
。
第
四
に
、
広
鯨
も
、
氷
楽
元
年
(
一
郎
O
一
一
一
)
に
香
山
県
の
戸
籍
に
入
る
(
以
下
、

出
所
有
に
も
と
づ
い
て
「
第

設
定
2
と
呼
ぶ
)
、
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
広
達
・
広
舘
が
元
米
に
陳
留
県
を
離
れ
、
広
達
が
洪
武
二
十
四
年
に
生
存
し
、
広
穂
も
永
楽
元

年
に
生
存
し
て
い
た
と
の
設
定
は
、
前
述
の
よ
う
に
、

A
1
1
A
3
の
設
定
1
と
異
な
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
広
遠
が
諮
問
を
賊
入
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し
、
こ
れ
に
も
と
キ
つ
い
て
香
山
県
で
明
朝
の
戸
籍
を
取
得
し
、
続
い
て
広
徳
も
明
朝
の
一
戸
籍
を
取
得
す
る
と
い
う
設
定
は
、
設
定
l
に
査

場
し
な
い
、
そ
の
意
味
で
新
た
な
設
定
で
あ
る
。
な
お
、
広
達
が
取
得
し
た
戸
籍
に
つ
い
て
A

4
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
籍
別
加
が
寵
籍
、

所
属
が

一
聞
こ
だ
け
で
あ
り
、
所
属
の
詳
細
や
戸
名
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
広
徳
が
取
得
し
た
一
戸
籍
に
つ
い
て
は
、
香
山
県
の

で
あ
る
以
外
は
不
明
で
あ
る
。

つ
ぎ
に
、

A

4
が
崇
禎
一
一
一
年
に
作
成
さ
れ
た
背
景
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
答
え
は
臓
を
追
っ
て
考
え
よ
う
。
こ
こ

で
は
設
定
2
の
特
搬
を
浮
き
彫
り
に
す
る
べ
く
、
設
定
2
を
「
伝
説
」
お
よ
び
設
定
1
と
対
比
し
よ
う
。

第
一
に
、
祖
先
(
広
迷
・
広
徳
)
の
析
出
一
冗
は
、
設
定
ー
も
設
定
2
も
河
南
開
封
府
陳
留
県
で
同
じ
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
は
、
「
伝
説
」

が
広
府
人
の
祖
先
の
析
出
元
と
し
て
中
原
を
示
唆
し
て
い
る
こ
と
と
符
合
し
て
い
る
。
第
二
に
、
設
定
ー
に
は
移
住
経
由
地
と
し
て
南
雄

が
出
て
こ
な
い
が
、
設
定
2
に
は
南
放
が
査
場
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
設
定
2
の
方
が

に
よ
り
近
づ
い
て
い
る
。
第
三
に
、
設

明代珠江デルタの宗族・族諮・戸籍

定
ー
は
、
広
達
の
珠
江
デ
ル
タ
(
こ
の
場
合
、
香
山
削
除
)
へ
の
移
住
時
期
を
明
示
し
て
い
な
い
が
、
注
9
と
注
日
で
述
べ
た
よ
う
に
、
移
住

時
期
は
元
初
に
設
定
さ
れ
て
い
る
と
推
測
さ
れ
る
。

一
方
、
設
定
2
は
広
遠
の
珠
江
デ
ル
タ
(
こ
の
ほ
吻
合
、
設
問
削
除
と
香
山
県
)

へ
の
移
住

時
期
を
元
末
に
設
定
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
珠
江
デ
ル
タ
へ
の
移
住
時
期
に
関
し
て
は
、
設
定
1
が
「
伝
説
」
の
設
定
に
近
い
元
初
を

の
設
定
か
ら
速
く
な
る
一
冗
末
に
わ
ざ
わ
ざ
変
更
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は

採
用
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
設
定
2
は

弱
点
ふ
す
べ
き
点
で
あ
る
。
第
四
に
、
設
定
ー
に
は
、
明
初
に
お
け
る
明
朝
戸
籍
の
取
得
に
関
す
る
普
及
が
な
い
。
こ
れ
に
関
す
る
一
言
及
は

設
定
2
で
初
め
て
登
場
す
る
。
つ
ま
り
第
二
点
と
同
様
に
、
設
定
2
の
方
が
「
伝
説
」
に
よ
り
接
近
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
設
定
2
に
歪
つ

て
、
「
伝
説
」
が
備
え
る
諸
要
素
が
す
べ
て
出
揃
う
の
で
あ
る
(
注
7
参
照
)
。

以
上
の
整
理
か
ら
、
珠
江
デ
ル
タ
へ
の
移
住
時
期
を
除
い
て
、
設
定
2
の
方
が
設
定
1
に
比
べ
て
、
「
伝
説
」
に
含
ま
れ
る
諸
要
素
を
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よ
り
完
備
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
た
だ
し
、
珠
江
デ
ル
タ
へ
の
移
住
時
期
を
、
設
定
2
が
「
伝
説
」
の
設
定
か
ら
遠
く
な
る
元
末
に

変
更
し
て
い
る
の
は
不
思
議
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
の
設
定
変
更
が
、
設
定
2
で
初
め
て
登
場
す
る
明
初
に
お
け
る
明
抑
制
戸
籍
の
取
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得
と
い
う
設
定
と
密
接
に
連
動
し
て
い
る
こ
と
は
容
易
に
推
測
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
広
達
・
広
徳
が
明
初
に
香
山
県
で
一
戸
時
絡
を
取
得

(
M
)
 

す
る
と
い
う
設
定
を
新
た
に
登
場
さ
せ
る
に
は
、
二
人
の
香
山
県
へ
の
移
住
時
期
を
元
求
に
変
え
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

元明の部

4 

明
崇
顧
年
間
j
清
康
問
…
年
間
(
設
定
2
の
整
備
)

本
宗
譜
一
助
収
の
資
料
の
う
ち
、
香
山
県
で
の
一
戸
籍
取
得
に
言
及
す
る
最
も
早
期
の
も
の
は
、
実
は
観
佐
系
の

A
4
で
は
な
く
、
そ
の
一

年
前
の
崇
顧
二
年
に
作
成
さ
れ
た
観
成
系
の

B
I
「
義
彰
公
伝
」
で
あ
る
。

B
I
の
冒
頭
に
川

公
、
議
は
菜
、
学
は
義
彩
、
香
山
徐
氏
の
第
四
世
祖
に
し
て
、
実
に
北
嶺
に
始
選
せ
し
観
成
公
の
次
予
た
り
。
五
口
が
族
、
籍
を
香
山

に
占
め
て
よ
り
以
来
、
広
達
・
広
徳
・
観
佐
・
肇
飽
ハ
の
諸
公
の
経
営
・
締
造
せ
し
所
は
、
み
な
前
山
に
在
り
。
将
に
百
年
に
近
か
ら

ん
と
す
れ
ば
、
樹
の
基
は
巴
に
閉
ま
れ
り
。
北
嶺
な
れ
ば
別
ち
観
成
公
独
創
の
業
な
り
。

と
あ
る
。

B
1
に
お
け
る
戸
籍
関
連
の
記
述
は
右
の
引
用
で
尽
き
て
お
り
、

A
4
の
よ
う
な
具
体
的
記
述
は
な
い
。
文
脈
か
ら
す
れ
ば
、

既
成
初
の
一
戸
籍
取
得
者
を
広
達
と
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
観
成
系
の
戸
籍
取
得
を
暗
示
し
て
い
る
と
も
読
み
取
れ
る
。
だ
が
明
示
的
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
そ
も
そ
も
広
速
が
ど
の
時
代
の
人
物
で
あ
る
か
が
明
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
広
達
が
取
得
し
た
一
戸
籍
が
明
拐
の
も
の
で
あ
る

(
日
)

と
い
う
確
証
も
な
い
。

っ
、
ぎ
に
、

A
4
以
降
の
資
料
を
見
ょ
う
。
康
問
問
一
一
一
十
二
年
(
一
六
九
一
一
一
)
作
成
の
A

5
「
大
宗
絹
記
」
は
、
広
徳
の
一
戸
籍
取
得
を
語
る
。

言
及
さ
れ
る
事
項
は
網
羅
的
で
は
な
い
が
、

A

4
に
矛
盾
す
る
内
容
は
な
い
か
ら
、

A

4
を
前
提
に
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
こ
に
、

「
遂
に
兄
の
受
く
る
所
の
徐
建
祥
戸
の
名
を
以
て
、
亦
た

請
い
て
香
山
県
人
と
為
り
、
業
を
前
山
に
立
て
た
り
」
と
あ
る
。
す

な
わ
ち
、
設
定
2
を
補
足
す
る
内
容
と
し
て
、
広
達
が
取
得
し
た
一
戸
の
名
が
「
徐
建
祥
」
で
あ
る
こ
と
、
広
穂
は
徐
建
祥
一
戸
の
一
員
と
し

て
「
香
山
県
人
」
(
徐
建
祥
一
戸
の
一
員
で
あ
る
か
ら
、
籍
別
は
趨
籍
)
と
な
り
、
前
山
で
農
地
(
議
籍
で
あ
る
か
ら
遊
間
)
を
所
有
し
た
、
と
設

定
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
広
徳
が
広
速
の
開
設
し
た
徐
建
祥
一
戸
の
一
員
と
し
て
趨
籍
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
こ
れ
は
、
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広
徳
の
寵
籍
取
得
が
、
広
達
の
鐙
籍
保
有
に
依
拠
し
て
実
現
し
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
こ
れ
は
、
戸
籍
の
取
得
方
法
に
つ
い
て
、
兄

の
一
戸
籍
保
有
に
も
と
づ
い
て
、
弟
が
兄
の
一
戸
に
そ
の
一
員
と
し
て
入
り
、
向
一
の
籍
別
加
を
取
得
で
き
る
(
そ
し
て
、
そ
の
後
に
析
一
戸
し
て
独

立
し
た
一
戸
を
立
て
う
る
)
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
(
注
お
参
照
)
0

康
問
…
臨
十
八
年
(
一
七
O
九
)
の
A
6
「
増
修
前
山
徐
氏
宗
諸
原
序
」
も
、

A
4
を
前
提
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
広
達
お
よ
び
広
徳
の

所
属
を
「
工
場
第
一

と
し
て
お
り
、
「
一
一
場
」
が
新
出
の
内
容
で
あ
る
(
「
ニ
場
」
は
、
次
の
B
2
に
も
登
場
す
る
)
。
ま
た

A

6
は、

A
2
と
関
様
に
、
「
前
山
の
〔
広
遠
の
〕
遺
業
」
を
継
承
し
た
者
を
長
子
の
観
佐
と
す
る
。

を
継
承
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
徐
建

祥
戸
も
観
佐
が
継
承
し
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

出
版
燕
五
十
九
年
(
一
七
二
O
)
の
B
2
「
大
宗
嗣
記
」
は
、

に
観
成
系
の
四
世
義
彰
(
一
一
一
世
観
成
の
次
予
)
に
つ
い
て
述
べ
る
が
、
注

意
す
べ
き
記
述
と
し
て
次
が
あ
る
。

明代珠江デルタの宗族・族諮・戸籍

広
達
公
、
籍
を
香
山
に
占
む
る
に
、
官
は
戸
を
注
す
る
に
名
づ
け
て
「
徐
建
祥
」
と
日
い
、
復
た
編
み
て
第
二
場
第

間
ヤ
十
排
柵
長

と
為
し
て
、
龍
一
円
を
以
て
そ
の
家
に
世
々
せ
し
め
り
。
ゆ
え
に
観
成
公
は
北
嶺
に
分
居
す
と
難
も
、
籍
は
改
め
ざ
れ
ば
、
旧
販
に
こ

れ
有
り
て
、
「
寵
一
戸
徐
法
義
一
戸
」
と
日
う
。
「
法
」
と
は
公
の
兄
法
壁
一
公
、
「
義
」
と
は
即
ち
公
な
り
。

ま
ず
広
逮
が
得
た
一
戸
籍
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。
戸
名
の
「
徐
建
祥
」
は

A
5
に
登
場
し
て
い
る
。
そ
の
所
属
は
「
第
二
場
第

甲
十

排
柵
長
」
と
あ
る
。
こ
の
う
ち
「
第
二
場
第
一
四
己
は
A
6
に
登
場
し
て
い
る
が
、
「
十
排
櫛
長
」
は
新
出
の
内
容
で
あ
る
。
「
十
排
柵
長
」

と
は
、
一
一

2
・
3
で
述
べ
る
よ
う
に
、
塩
場
を
対
象
と
す
る
里
甲
制
に
お
け
る
「
寵
排
」
(
氏
一
戸
を
対
象
と
す
る
史
叩
制
の
史
宮
沢
一
戸
に
相
当
)

を
指
す
。
民
戸
を
対
象
と
す
る
堅
甲
制
と
同
じ
く
、
塩
場
の
毘
甲
制
は
寵
戸
を
編
成
し
た
も
の
で
、
基
本
的
に
は
各
畏
(
墜
を
閣
と
も
呼

(
訪
)

の
鐙
排
と
十
一
戸
の
寵
申
(
援
申
制
の
用
T
首
一
戸
に
相
当
)
か
ら
成
る
。
つ
ま
り

3
2
は
、
広
遠
の
徐
建

ぶ
)
が
十
早
か
ら
成
り
、
各
申
が
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祥
一
戸
が
、
香
山
県
の
塩
場
に
お
け
る
第
二
場
第
一
中
の
罷
排
に
な
っ
た
と
す
る
。

つ
ぎ
に
観
成
が
得
た
戸
籍
に
つ
い
て
整
理
し
よ
う
。
観
成
は
父
広
達
の

を
継
承
し
て
い
な
い

(
A
2
・
A
6
)
。
し
か
し
官
が
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広
達
の
子
孫
に
寵
一
戸
を
世
襲
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
で
、
北
嶺
に
移
っ
た
次
予
観
成
も
鐙
一
戸
を
取
得
し
た
と
す
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
れ
は

父
次
予
の
関
係
に
よ
る
取
得
の
事
例
で
あ
る
。
そ
の
戸
名
は
「
徐
法
義
」
で
、
観
成
の
長
子
法
聖
の
一
字
と
、
次
子
義
彰
の
一
字
と
に

由
来
す
る
と
い
う
。
た
だ
し
徐
法
義
一
戸
の
所
属
・
地
位
に
つ
い
て
は
明
記
が
な
い
。

元明の部

(
げ
)

以
上
、

A

5
・
A
6
・
B
2
は
、
山
町
用
組
一
二
年
の
A
4
の
設
定
を
骨
格
と
し
て
、
そ
れ
を
補
足
な
い
し
追
加
す
る
も
の
で
あ
る
。
崇
融
か

ら
康
問
…
に
か
け
て
次
第
に
整
備
さ
れ
て
き
た
設
定
2
を
、
徐
氏
一
族
内
の
戸
籍
取
得
(
お
よ
び
継
承
)
の
瓶
に
整
理
す
る
と
、
第
一
に
、

寵
田
購
入
に
よ
っ
て
、
広
達
が
洪
武
二
十
四
年
に
前
山
で
徐
建
祥
一
戸
(
第
二
場
第
一

mvの
務
排
)
を
取
得
し
、
前
山
に
残
っ
た
長
子
観
佐
が

寵
出
や
徐
建
祥
一
ρ
を
継
承
し
、
第
一
一
に
、
広
徳
が
兄
広
迷
の
徐
建
祥
一
戸
の
一
員
と
な
る
形
で
、
永
楽
一
光
年
に
前
山
で
寵
籍
を
取
得
し
、
第

三
に
、
広
遠
の
次
子
観
成
が
、
北
嶺
に
移
住
す
る
(
年
次
は
不
明
)
が
、
官
の
命
令
で
父
と
同
じ
寵
籍
を
取
得
し
て
徐
法
義
一
ど
を
立
て
る
、

と
な
る
。
つ
ま
り
、
広
達
が
洪
武
二
十
四
年
に
前
山
で
最
初
に
寵
籍
を
取
得
し
た
こ
と
を
始
点
と
し
て
、
前
山
の
観
佐
系
が
広
遠
の
徐
建

(

山

川

)

祥
一
戸
を
継
承
す
る
だ
け
で
な
く
、
前
山
の
広
徳
系
や
北
嶺
の
観
成
系
も
別
の
翁
戸
を
取
得
し
て
い
く
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

H

洪
武
二

十
四
年
に
広
逮
が
初
め
て
寵
籍
を
取
得
し
た
こ
と
ヘ
こ
れ
が
設
定
2
の
骨
格
と
な
る
部
分
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
骨
格
部
分
が
初
め

て
登
場
す
る
の
が
崇
禎
三
年
の

A
4
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
解
明
す
べ
き
問
題
は
、
第
一
に
、
設
定
1
に
代
わ
っ
て
、

A
4
が
押
(
広
場
す
る
背

景
や
理
由
は
な
に
か
、
第
二
に
、

A
4
は
徐
氏
一
族
内
の
三
系
統
の
い
ず
れ
に
と
っ
て
も
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
特
定
の
系
統

の
み
に
必
要
で
あ
っ
た
の
か
、
と
な
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
、
節
を
改
め
て
考
察
し
よ
う
。

明
初
に
お
け
る
一
戸
籍
叡
得
と
い
う
…
一
白
説
を
め
ぐ
っ
て

徐
氏
一
族
内
の
最
初
の
寵
籍
取
得
者

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



設
定
2
の
骨
格
の
う
ち
、
徐
氏
一
族
の
な
か
で
「
最
初
に
寵
籍
を
取
得
し
た
者
は
広
達
」
の
部
分
を
設
定
2

a
と
呼
び
、
徐
氏
一
族
が

「
最
初
に
寵
籍
を
取
得
し
た
時
点
は
洪
武
二
十
四
年
」
の
部
分
を
設
定
2

b
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。
以
下
で
は
ま
ず
、
設
定
2

2
を
必
要

と
し
た
系
統
は
一
一
一
系
統
の
う
ち
の
い
ず
れ
で
あ
っ
た
か
を
検
討
す
る
。

観
佐
系
の
場
合
、
設
定
1
(
具
体
的
に
は

A
3
)
に
よ
れ
ば
、
洪
武
一
一
十
四
年
に
生
存
し
て
い
た
の
は
回
世
譲
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
洪
武

、
(
悶
)

二
十
四
年
に
お
け
る
最
初
の
寵
籍
取
得
者
を
回
世
議
と
仮
定
し
た
場
合
、
そ
れ
に
よ
る
不
都
合
が
観
佐
系
に
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
観

(
初
)

佐
の
子
は
長
子
議
の
み
で
あ
り
、
譲
に
弟
は
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
一
譲
を
最
初
の
取
得
者
と
し
た
場
合
、
そ
の
長
子
が
譲
の
一
戸
籍
を
継
承

す
る
だ
け
で
な
く
、

B
2
に
見
え
る
「
篭
戸
を
世
襲
せ
よ
」
と
の
官
の
命
令
に
よ
っ
て
、
そ
の
次
子
以
下
も
別
の
寵
一
戸
を
取
得
で
き
る
。

ま
た
仮
に
譲
に
弟
が
い
た
と
し
て
も
、

A
5
に
広
穂
を
事
例
と
す
る
兄
弟
関
係
に
も
と
づ
く
篭
籍
取
得
の
論
理
が
登
場
す
る
か
ら
、
譲
が

寵
籍
を
取
得
す
れ
ば
、
譲
の
弟
が
寵
籍
を
取
得
し
、
そ
れ
を
弟
の
子
孫
が
継
承
し
て
い
く
と
の
設
定
は
可
能
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
観
佐

明代珠江デルタの宗族・族諮-戸籍

系
に
と
っ
て
設
定
2

a
は
必
要
で
な
く
、
最
初
の
取
得
者
を

A
3
に
合
致
さ
せ
て
四
世
譲
と
し
て
も
不
都
合
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ぎ
に
広
徳
系
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
仮
に
最
初
の
取
得
者
が
広
達
で
は
な
く
、
広
遠
の
直
系
子
孫
、
例
え
ば
一
一
一
世
観
佐
で
あ
っ
た

場
合
、
観
佐
と
そ
の
間
世
代
の
広
徳
系
一
二
股
と
の
関
係
は
、
祖
父
延
砕
を
間
一
と
す
る
堂
兄
弟
(
い
と
こ
)
に
な
る
。
こ
の
関
係
に
依
拠

し
て
戸
籍
を
取
得
し
た
と
設
定
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
(
注
同
参
照
)
。
つ
ま
り
、
山
阿
南
顧
年
間
に
広
穂
系
の
子
孫
が
、
広
達
系

の
寵
籍
取
得
に
依
拠
し
て
自
己
の
系
統
の
髄
籍
取
得
を
正
当
化
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
観
佐
や
譲
の
よ
う
な
堂
兄
弟
以
上
の
疎
遠
な
関
係

を
通
じ
た
取
得
で
は
設
定
が
国
難
に
な
る
が
、
広
達
と
広
徳
と
い
う
兄
弟
関
係
を
通
じ
た
取
得
で
あ
れ
ば
設
定
が
可
能
で
あ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
す
な
わ
ち
、
広
穂
系
子
孫
に
と
っ
て
は
、
設
定
2

a
が
必
要
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
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最
後
に
北
嶺
の
観
成
系
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
仮
に
最
初
の
取
得
者
が
親
佐
で
あ
っ
た
場
合
、
兄
観
佐
の
鐙
籍
取
得
に
依
拠
し
て
、

観
成
が
寵
籍
を
取
得
す
る
こ
と
は
、
兄
弟
関
係
に
も
と
づ
い
て
正
当
化
が
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は

A
3
に
合
致
さ
せ
、
洪
武
一
一
十
四
年

に
お
け
る
広
達
観
佐
系
の
生
存
者
が
譲
で
あ
り
、
議
が
最
初
の
趨
籍
取
得
者
で
あ
る
と
仮
定
す
る
と
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
場
合
、

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



472 

誌
と
そ
の
向
世
代
の
北
嶺
系
四
世
と
の
関
係
は
、
祖
父
広
達
を
問
一
と
す
る
堂
兄
弟
に
な
る
。
こ
の
関
係
に
依
拠
し
て
一
戸
籍
を
取
得
し
た

と
設
定
す
る
の
は
無
理
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
つ
ま
り
観
成
系
の
場
合
、
最
初
の
取
得
者
が
広
達
も
し
く
は
観
佐
で
あ
れ
ば
、
自
己
の
系

統
の
寵
籍
取
得
を
正
当
化
で
き
る
が
、
議
の
場
合
に
は
正
当
化
が
圏
難
に
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
か
ら
、
設
定
2
2
の
必
要
性
が
最
も
高
い
の
は
広
徳
系
で
あ
る
こ
と
、
た
だ
し
北
嶺
の
観
成
系
も
、
広
達
も
し
く
は
観
佐
を
最
初

の
寵
籍
取
得
者
と
し
て
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
、
そ
し
て

A
4
を
作
成
し
た
観
佐
系
そ
の
も
の
に
は
必
要
が
な
か
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
し
た
が
っ
て
設
定
2
a
は
、
広
穂
系
の
た
め
に
、
あ
る
い
は
広
徳
系
と
観
成
系
の
双
方
の
た
め
に
採
用
さ
れ
た
と
推
概
さ
れ
る
。

JC明の部

と
こ
ろ
で
、
設
定
2
a
を
対
象
に
検
討
す
る
か
ぎ
り
、
総
体
と
し
て
の
設
定
2
が
崇
畝
年
間
に
登
場
す
る
理
由
は
特
に
見
当
た
ら
な
い
。

そ
こ
で
、
設
定
2
が
崇
跡
、
年
間
に
登
場
す
る
理
由
は
、
設
定
2

b
を
検
討
す
る
な
か
で
考
え
る
こ
と
に
し
た
い
。

2 

洪
武
二
十
四
年
の
寵
籍
取
得

設
定
2

b
を
検
討
す
る
に
当
た
り
、
徐
氏
と
悶
じ
く
明
代
の
香
山
県
恭
常
都
で
寵
籍
に
属
し
て
い
た
と
さ
れ
る
他
の
宗
族
も
視
野
に
入

れ
て
検
討
す
る
。
ま
ず
関
連
す
る
史
料
を
一
件
紹
介
し
よ
う
。

(
幻
)

C

1
光
緒
三
十
四
年
(
一
九
O
八
)
刊
「
香
山
翠
微
孝
氏
族
譜
」
(
全
十
二
巻
、
広
州
、
中
山
図
書
館
蔵
)
巻
十
、
雑
録
「
十
排
考
」
。

(
前
略
)
明
の
洪
武
初
、
下
恭
常
地
方
に
塩
場
を
設
立
せ
り
。
寵
排
二
十
一
戸
、
寵
甲
数
十
戸
は
、
分
け
て
上
下
ニ
柵
と
為
し
、
名
づ

け
て
香
山
場
と
臼
う
。
(
中
略
)
〔
寵
排
の
〕
二
十
一
戸
と
は
、
上
柵
の

間

γ
は
郭
振
関
、
:
:
:
(
以
下
、
第
十
市
ま
で
鐙
排
名
を
列
挙
)
、

下
柵
の
一
市
は
徐
法
義
、
:
:
:
(
以
下
、
第
十
甲
ま
で
遊
排
名
を
列
挙
)
。
各
一
戸
は
み
な
恭
都
諸
郷
の
立
籍
祖
な
り
。
上
下
柵
を
合
せ
、

d

，
 

統
べ
て
十
排
と
名
づ
け
、
相
い
呼
び
て
排
親
と
日
う
。
(
後
略
)

こ
の
史
料
は
西
川
喜
久
子
氏
が
、
す
で
に
考
察
し
て
い
る
(
注
幻
参
照
)
が
、
本
稿
で
は
、
こ
れ
を
言
説
と
史
実
の
開
題
と
し
て
分
析
す

(
日
仏
)

る。

c
Iの
正
確
な
作
成
時
期
は
不
明
だ
が
、
康
問
問
四
十
四
年
以
降
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

cー
に
よ
れ
ば
、
「
洪
武
初
」
に
下
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(
お
)

恭
常
地
方
(
恭
常
都
南
部
)
に
設
置
さ
れ
た
塩
場
(
香
山
場
)
は
、
鐙
排
二
十
戸
と
寵
甲
数
十
一
戸
と
か
ら
成
り
、
こ
れ
を
上
下
二
櫛
に
分
け

て
い
た
こ
と
、
鐙
排
の
二
十
一
戸
は
、
上
櫛
十
一
戸
と
下
椛
十
戸
と
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
合
せ
て
「
十
排
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
、
下
櫛

一
甲
の
鐙
排
と
し
て
「
徐
法
義
」
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
等
が
わ
か
る
。
な
お
「
立
籍
担
」
に
つ
い
て
は
、
西
川
氏
が
翠
微
孝
氏
の
事
例

を
紹
介
し
て
い
る
〔
磁
川
ニ
0
0
0
、
一
良
七
五
〕
。
す
な
わ
ち
、
孝
氏
の
六
世
慕
泉
は
是
正
公
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
洪
武
四
年
に
寵

(μ) 

籍
を
初
め
て
立
て
た
(
「
虫
正
」
と
い
う
名
称
か
ら
、
そ
の
地
位
は
趨
排
で
あ
ろ
う
i
i引
用
者
)
こ
と
に
出
来
す
る
と
。
こ
の
事
例
を
敷
桁
し

て
C
1
を
解
釈
す
る
な
ら
、
列
挙
さ
れ
た
趨
排
二
十
一
戸
は
、

い
ず
れ
も
「
洪
武
初
」
に
立
て
ら
れ
た
寵
一
戸
で
あ
り
、
そ
の
一
戸
名
は
立
戸
し

た
祖
先
の
名
に
出
来
す
る
、
と
な
る
。

以
上
の
諸
点
を
設
定
2
と
対
比
し
よ
う
。
第
一
に
、

B
2
は
、
広
達
開
設
の
徐
建
祥
戸
の
所
属
・
地
位
を
「
第
一
一
場
第
一
山
中
十
排
柵
長
」

flJj代珠江デルタの宗族・後日出r'戸籍

と
す
る
。
こ
の
う
ち
「
第
二
場
」
は

c
lの
「
下
棚
」
を
指
し
、
「
十
排
柵
長
」
は
C
1
に
お
け
る
「
十
排
」
を
構
成
す
る
各
申
の

B
2
で
徐
建
祥
一
戸
、
が
所
属
し
た
と
さ
れ
る
「
第
ニ
場
第
一
申
十
排
柵
長
」
と
は
、

C
1
に
い
う

排
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
ま
り
、

「
下
櫛
第
一

の
「
遊
排
」
を
指
す
と
判
断
で
き
る
。
第
二
に
、
趨
排
二
十
一
戸
と
諮
問
γ
数
十
戸
か
ら
成
る
上
下
柵
を
、

c
lは
「
洪
武

初
」
に
設
立
さ
れ
た
と
す
る
。
こ
れ
は
、
設
定
2
の
洪
武
ニ
十
四
年
に
お
け
る
広
遠
の
寵
籍
取
得
と
は
、
年
次
の
点
で
若
干
食
い
違
う
が
、

明
初
の
洪
武
年
間
と
い
う
点
で
は
符
合
す
る
。
第
一
一
一
に
、

B
2
と
C
1
と
で
矛
盾
す
る
簡
所
と
し
て
、
次
の
点
が
あ
る
。

そ
れ
は
、
広
達
i
観
佐
系
の
徐
建
祥
一
戸
の
地
位
と
観
成
系
の
徐
法
義
一
戸
の
地
位
に
か
か
わ
る
点
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

c
lは
徐
法
義

一
戸
が
下
柵
第
一
昭
の
議
排
を
占
め
て
い
た
と
す
る
が
、

B
2
は
少
な
く
と
も
洪
武
ニ
十
四
年
時
点
の
下
柵
第
一
申
の
髄
排
は
徐
建
祥
一
戸
が

占
め
て
い
た
と
す
る
。
こ
の
矛
盾
を
観
成
系
の
経
済
的
上
昇
か
ら
解
読
し
よ
う
。

B
2
は
、
観
成
系
の
四
世
義
彰
が
「
明
中
葉
」
に
「
塩

般
」
を
利
用
し
た
海
上
交
易
で
富
裕
に
な
っ
た
こ
と
、
上
下
柵
の
香
出
場
に
お
け
る
城
陸
闘
の
創
建
(
年
次
は
不
明
)
に
際
し
て
、
酸
金
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を
苦
唱
し
て
貢
献
し
た
こ
と
等
を
記
す
。
こ
れ
は
観
成
系
の
経
済
的
上
昇
と
、
こ
れ
に
伴
、
つ
観
成
系
の
上
下
欄
に
お
け
る
地
位
上
昇
と
を

(
お
)

示
唆
す
る
。
こ
の
点
を
考
慮
し
て
、

B
2
の
設
定
と
C
1
の
そ
れ
と
を
整
合
さ
せ
る
な
ら
ば
、
洪
武
二
十
四
年
に
下
柵
第
一
一
中
の
鐙
排
を
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占
め
た
の
は
徐
建
祥
一
戸
で
あ
り
、
徐
法
義
一
戸
は
、
そ
の
立
一
戸
当
初
は
下
榔
第
一
一
中
の
寵
阜
で
あ
っ
た
が
、
し
か
し
「
明
中
葉
」
以
後
の
あ

る
時
点
で
、
観
成
系
の
経
済
的
上
昇
に
伴
い
、
徐
建
祥
一
戸
に
代
わ
っ
て
徐
法
義
戸
が
髄
排
を
占
め
る
よ
う
に
な
り
、
徐
建
祥
一
戸
は
諮
問
γ
に

元明の部

転
落
し
た
、
と
い
う
想
定
が
考
え
ら
れ
る
(
史
実
に
即
し
た
推
測
に
つ
い
て
は
、
ニ
i
3
参
照
)
0

な
お
広
諒
系
の

、
、
水
楽
元
年
に
下

柵
第
一
甲
の
寵
甲
と
な
り
、
以
後
そ
の
状
態
が
続
い
た
と
い
う
想
定
と
思
わ
れ
る
。

西
川
氏
に
よ
れ
ば
、
「
十
排
」
を
占
め
る
宗
族
の
う
ち
、
期
本
微
章
氏
は
、
前
述
の
ご
と
く
、
徐
氏
と
同
じ
く
洪
武
年
間
か
ら
の
髄
籍
保

有
を
主
張
し
(
日
記

μ
参
照
)
、
刑
事
微
章
氏
と
南
扉
容
氏
は
そ
の
族
諸
に
「
十
排
考
」
を
掲
載
し
て
い
る
〔
濁
川
一
一
0
0
0
、
前
戸
、
七
七
つ
し
た

が
っ
て
徐
氏
の
み
な
ら
ず
、
「
十
排
」
を
占
め
る
宗
族
の
問
で
、
洪
武
年
間
に
お
け
る
寵
籍
取
得
を
、
主
張
す
る
一
一
一
一
口
説
が
共
有
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
は
、
こ
の

い
つ
か
ら
存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
ま
で
の
資
料
の
う
ち
、
最
も
早
期
の
も
の
は

A
4

(崇誠一一一年
H
一六一一一
O
)
で
あ
る
。
し
か
し
、

A
4
よ
り
十
五
年
前
の
万
潜
四
十
三
年
(
一
六
一
五
)
に
立
石
さ
れ
た
次
の
碑
文
が
あ
る
。

碑
文
の
主
た
る
内
容
は
、
万
暦
四
十
二
j
四
十
四
年
に
香
山
知
県
で
あ
っ
た
但
啓
一
冗
が
、
上
下
二
櫛
を
対
象
に
行
な
っ
た
改
革
の
治
績
を

(
お
)

讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、

柵
の
由
来
に
つ
い
て
述
べ
た
部
分
が
C
2
で
あ
る
。

C
2
道
光
「
香
山
県
土
中
巻
五
、
金
石
「
但
侯
徳
政
碑
記
」
(
間
十
四
葉
裳
i
四
十
五
業
裳
)
。

(
前
略
)
国
初
、
塩
場
を
設
立
す
る
に
、
電
排
ニ
十
戸
、
遊
間
γ
数
十
一
戸
は
、
分
け
て
上
下
二
欄
と
為
し
、
詳
に
場
を
築
き
、
塩
を
煮

(
幻
)

ら
し
め
り
。
(
中
略
)
万
暦
四
十
三
年
歳
次
乙
卯
仲
秋
吉
日
一
立
。

右
の
碑
、
恭
常
都
鳳
池
書
院
に
在
り
。

C
2
は
、
上
下
ニ
柵
の
壇
場
が
「
国
初
」
、
す
な
わ
ち
明
初
に
設
立
さ
れ
た
こ
と
を
い
う
。
つ
ま
り
、
上
下
二
柵
の
設
置
(
お
よ
び
そ
の

構
成
長
の
議
籍
取
得
)
を
明
初
に
置
く
説
は
万
暦
閤
十
三
年
(
一
六
一
五
)
に
は
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

し
か
し
法
意
し
た
い
の
は
、

C

2
の
碑
文
の
撰
者
が
広
州
府
番
馬
県
人
の
滋
洪
(
当
時
四
川
進
駐
察
術
史
)
で
あ
り
、
ま
た
碑
文
の
作
成

(
お
)

を
滋
洪
に
依
頼
し
、
自
ら
は
「
妾
丹
」
し
た
者
が
広
州
府
南
海
県
人
の
郭
尚
賓
(
当
特
別
科
給
率
中
)
と
い
う
点
で
あ
る
。
つ
ま
り
撰
者
も

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



者
も
、
香
山
県
の
治
政
を
担
っ
た
官
僚
で
は
な
く
、
ま
た
香
山
県
人
で
も
な
い
の
で
あ
る
。
珠
江
デ
ル
タ
出
身
と
は
い
え
、
必

ず
し
も
香
山
県
の
こ
と
に
通
じ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
他
県
の
人
で
あ
り
、
し
か
も
地
元
を
離
れ
て
北
京
に
い
る
官
僚
で
あ
る
。
郭
尚
資

た
ち
は
ど
の
よ
う
に
し
て
恨
啓
元
の
率
績
を
知
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

C
2
の
最
後
は
、
碑
の
所
在
を
鳳
池
書
院
と
す
る
。
そ
し
て
鳳
池

(
鈴
)

敢
闘
院
は
翠
微
郷
に
夜
る
。
ま
た

C
1
の
(
後
略
)
部
分
に
よ
れ
ば
、
「
十
排
」
は
佳
啓
一
冗
を
杷
る
た
め
に
、
翠
微
村
の
臨
に
「
建
調
、
動

碑
」
し
た
と
い
う
{
商
川
二
0
0
0
、
東
七
閲
]
。
つ
ま
り
、

C
2
の
碑
を
立
て
た
の
は
「
十
排
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

C
2
の
碑
文

内
容
の
骨
格
を
作
成
し
た
の
は
「
十
排
」
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
る
。

以
上
か
ら
、
「
十
排
」
を
構
成
す
る
諸
宗
族
が
一
他
の
集
団
と
し
て
、
明
初
か
ら
の
趨
籍
取
得
と
い
う
一
一
一
一
口
説
を
共
有
し
て
い
る
こ
と
、

こ
の
雷
説
は
遅
く
と
も
万
謄
四
十
一
一

べ
て
「
十
排
」
が
関
与
し
た
資
料
で
あ
る
。
加
え
て
徐
氏
宗
諮
の
ご
と
く
、
薬
務
・
陸
慶
期
に
作
成
さ
れ
た
設
定
1
を
改
編
し
て
、
こ
の

(
一
六
一
五
)
に
は
存
在
す
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
た
だ
し
、
こ
の
一
一
一
回
説
が
登
場
す
る
の
は
、
す

例代珠江デルタの宗族・族諮・戸籍

一
世
間
説
を
採
用
し
て
い
る
事
慨
が
存
在
す
る
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
、
こ
の
言
説
を
た
だ
ち
に
史
実
と
考
え
る
の
は
早
計
で
あ
ろ
う
。

3 

百
説
と
史
実
と
の
は
ざ
ま
へ

c
l
・
C
2
以
外
で
、
上
下
二
柵
の
設
置
に
言
及
す
る
資
料
は
、
管
見
で
は
、
次
が
唯
一
の
も
の
で
あ
る
。

(
初
)

C
3
乾
隆
「
香
山
県
志
」
巻
一
一
一
、
塩
法
(
九
紫
議
)

(
前
略
)
明
初
、
仕
一
戸
は
六
割
に
し
て
、
仕
排
・
仕
甲
は
約
六
、
七
百
あ
り
。
正
統
間
に
経
て
蘇
有
榔
・
黄
謝
義
、
塩
場
を
冠
劫
せ

っ

く

は

し

ら

り
。
塩
道
の
呉
廷
挙
、
奏
し
て
勘
合
を
奉
じ
、
民
一
戸
の
塩
を
熊
り
て
食
む
者
を
査
ベ
て
、
仕
丁
に
接
補
せ
ん
と
す
る
も
、
鑑
か
に
塩

あ
っ

・
仕
申
数
十
一
戸
を
湊
む
る
の
み
な
れ
ば
、
上
下
櫛
に
分
け
、
場
を
合
築
し
て
塩
を
煮
ら
し
め
、
自
前
…
自
売
し
て
了
課
を
供

'
寸
寸
J
7
f

i
oイ
J

475 

給
す
る
を
許
せ
り
。
(
後
略
)

つ
ま
り
、
明
初
に
は
龍
一
戸
を
帰
属
さ
せ
る
図
が
ん
ハ
伺
あ
り
、
経
戸
は
寵
排
と
議
問
?
と
に
分
類
さ
れ
て
お
り
、
合
計
六
百
j
七
百
戸
(
図
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ご
と
に
十
議
排
と
百
巡
間
?
で
百
十
一
戸
な
ら
ば
、
大
国
合
計
で
六
百
六
十
一
戸
と
な
る
)
が
存
在
し
て
い
た
。
し
か
し
正
統
年
間
の
蘇
有
卿
と
黄
前
養

の
乱
に
よ
っ
て
、
こ
の
六
図
か
ら
成
る
域
場
は
大
き
な
被
害
を
被
っ
た
。
そ
の
後
、
「
塩
道
の
呉
廷
挙
」
が
塩
法
を
再
編
し
、
そ
れ
ま
で

元明の部

は
「
民
一
戸
」
で
あ
っ
た
が
塩
を
生
産
し
て
い
た
者
を
議
了
に
し
よ
う
と
し
た
。
し
か
し
集
め
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
「
塩
排
」
(
川
口
篭
排
)

二
十
一
戸
と
寵
申
数
十
一
戸
の
み
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
れ
ら
龍
一
ど
を
、
寵
排
二
十
戸
を
核
に
上
下
二
柵
に
分
け
て
製
塩
さ
せ
た
、
と
い
う
。

」
こ
に
笠
相
場
す
る
「
上
下
櫛
」
と
「
塩
排

、
遊
間
ヤ
数
十
一
戸
」
は
、
そ
れ
ぞ
れ
C
1
・
C
2
に
登
場
す
る
「
上
下
二
櫛
」
と

寵
甲
数
十
一
戸
」
を
指
す
と
考
え
ら
れ
る
。

文
中
の
「
塩
道
」
と
は
、
万
一
勝

四
九
一
一
一
)
に
、
塩
法
を
専
理
す
る
た
め

巻
一
一
一
十
一
、
政
事
類
、
塩
法
)
に
、
弘
治
六
年

の
広
東
按
祭
司
余
率
一
員
が
増
設
さ
れ
た
と
あ
る
か
ら
、
こ
の
増
設
さ
れ
た
按
祭
司
食
事
を
指
そ
う
。
そ
し
て
呉
廷
挙
は
、
道
光
吋
広
東

通
志
」
(
巻
二
十
、
帥
判
官
表
十
こ
に
よ
れ
ば
、
弘
治
十
八
年
(
一
五
o
r
A
)
j
正
徳
元
年
(
一
瓦
O
六
)
の
広
東
按
祭
司
食
事
で
あ
る
。
し
た

(
訂
)

が
っ
て
上
下
柵
の
設
置
は
、
弘
治
十
八
年
j
正
徳
元
年
に
行
な
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
ま
た
C
3
は
、
呉
廷
挙
が
上
下
柵
の
寵
一
戸
に
充
て

(
m
M
)
 

た
者
た
ち
は
、
従
前
は
「
民
一
戸
」
で
あ
り
、
龍
一
戸
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。
つ
ま
り
C
3
に
よ
れ
ば
、
「
十
排
」
の
諸
宗
族
が
寵
籍
を
取

得
し
た
時
期
は
、
洪
武
年
間
か
ら
約
百
年
後
と
な
り
、

c
l
・
C
2
と
は
大
き
く
食
い
違
う
の
で
あ
る
。

管
見
で
は
、

C
3
の
内
容
を
裏
づ
け
る
他
の
資
料
は
な
い
。
し
か
し
第
一
に
、
上
下
柵
の
明
初
か
ら
の
存
在
を
主
張
す
る
の
は
、
管
見

で
は
、
上
下
柵
の
当
事
者
側
の
資
料
の
み
で
あ
る
。
そ
し
て
、
当
事
者
で
あ
る
徐
氏
の
宗
諮
の
場
合
、
広
達
に
よ
る
寵
籍
取
得
を
明
初
に

お
く
設
定
が
登
場
す
る
の
は
、

C
2
の
万
暦
四
十
三
年
(
一
六
一
五
)
を
経
た
崇
椴
一
一

(一六一一一
O
)
の
A
4
で
あ
る
。
し
か
も
そ
れ
は
、

嘉
靖
・
陵
慶
年
間
の
設
定
ー
と
は
矛
請
す
る
設
定
2
と
し
て
査
場
す
る
。
し
た
が
っ
て
設
定
ー
か
ら
設
定
2
へ
の
転
換
は
、
万
暦
四
十
一
一
一

年
に
「
十
排
」
全
体
が
「
明
初
に
お
け
る
よ
下
柵
設
置
」
(
お
よ
び
こ
れ
に
伴
、
つ
上
下
禰
構
成
長
の
明
初
か
ら
の
鐙
絡
所
属
)
と
い
う
一
言
説
を
集

団
的
に
表
明
し
た
こ
と
に
影
響
さ
れ
た
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
第
二
に
、

C
3
の
乾
隆
「
香
山
県
志
」
は
、
上
下
欄
の
当
事
者
、
だ
け
で
な

く
、
県
全
体
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
C
3
は
、
巻
一
一
一
塩
法
と
い
う
制
度
の
沿
革
を
扱
う
巻
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
道
光
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「
香
山
県
志
」
で
も
巻
一
一
一
場
法
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
(
注

ω参
照
)
。

一
方

C
2
は
、
乾
隆
吋
香
山
県
志
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
お
ら
ず
、
道

光
「
香
山
県
志
」
で
初
め
て
掲
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
巻
五
金
石
で
あ
り
、
制
度
の
沿
革
を
扱
う
巻
一
一
一
塩
法
で
は
な

ぃ
。
つ
ま
り
、
道
光
「
香
山
県
志
」
は
相
互
に
矛
盾
す
る

C
2と
C
3を
掲
載
す
る
が
、
制
度
の
沿
革
と
し
て
採
用
し
て
い
る
の
は

C
3

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
以
上
か
ら
、
全
一
則
的
断
定
は
避
け
る
が
、

C
3
の
内
容
を
史
実
と
考
え
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。

そ
れ
で
は

C
3
の
内
容
を
史
実
と
し
た
場
合
、
本
稿
で
検
討
し
た
徐
氏
宗
諮
等
の
資
料
か
ら
、

い
か
な
る
歴
史
の
実
際
を
推
測
で
き
る

で
あ
ろ
う
か
。
そ
の
謎
解
き
を
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
基
本
と
な
る
史
実
は
以
下
で
あ
る
。
①
弘
治
十
八
年

i
正
徳
元
年
(

五
O
五
i
O

六
)
の
上
下
櫛
設
置
、
②
嘉
靖
閲
十
五
年
i
陵
慶
六
年
(
一
五
六
六
j
七
一
一
)
の

A
1
j
A
3
作
成
、
③
万
暦
四
十
三
年
(
一
六
一
五
)

C
2
の
碑
文
立
石
、
④
崇
禎
一
一
一
年
(
一
六
一
一
一
O
)
の
A
4
作
成
、
⑤
出
版
照
一
一
一
十
一
一
年
j
五
十
九
年
(
一
六
九
一
一
了
一
七
一
一

O
)

6
・
B
2
作
成
、
@
康
照
四
十
周
年
(
一
七
O
五
)
以
降
の

C
l
「
十
排
考
」
作
成
。

の

の
A

5
・
A

明代珠江テールタの宗族・族諸・戸籍

徐
氏
内
部
に
お
い
て
、
観
佐
系
が
族
譜
の
編
纂
を
始
め
る
の
は
嘉
靖
年
間
で
あ
り
、
観
成
系
は
崇
顧
年
間
で
あ
る
。
そ
し
て
広
徳
系
が

族
譜
を
編
纂
す
る
の
は
、
康
照
四
十
八
年
で
あ
る
。
族
譜
の
編
纂
卒
業
は
、
系
統
内
に
お
け
る
族
的
結
合
と
編
纂
・
出
版
の
た
め
の
経
済

力
保
有
と
を
示
す
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
族
諮
所
収
の
各
資
料
の
設
定
H
言
説
は
、
そ
れ
が
過
去
を
対
象
と
す
る
も
の

で
あ
っ
て
も
、
資
料
執
筆
時
の
現
実
が
二
疋
程
度
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
ま
ず
弘
治
・
正
穂
年
間

j
嘉
嬬
・
隆
慶
年
間
の
実
際
を
推
測
し
よ
う
。

広
達
i
観
伎
系
に
対
す
る
広
徳
系
の
立
場
は
、

A
ー
で
は
、
兄
弟
関
係
と
い
う
抽
象
的
な
表
現
で
は
あ
る
が
、
弟
の
兄
に
対
す
る
依
存

関
係
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
A

5
で
は
、
広
穂
系
が
広
達
観
佐
系
に
依
存
し
て
戸
絡
を
取
得
す
る
と
い
う
形
で
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
観
佐
系
と
観
成
系
と
の
関
係
に
つ
い
て
、

A
2
(
と
A
6
)
は
、
観
佐
を
兄
、
観
成
を
弟
と
し
、
ま
た
観
佐
は
父

477 

広
遠
の
「
初
制
之
業
」
を
継
承
す
る
が
、
観
成
は
継
承
せ
ず
に
前
山
か
ら
北
嶺
に
分
校
し
た
と
す
る
。

8
2
は
、
観
成
が
鐙
籍
を
取
得
す

る
綴
拠
を
「
官
の
命
令
」
に
お
い
て
い
る
。

一
方
、
観
佐
は
「
官
の
命
令
」
の
よ
う
な
特
別
な
根
拠
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
広
達
の
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「
初
創
之
業
」
と
寵
籍
と
を
継
承
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
窺
え
る
の
は
、
広
達
か
ら
観
佐
へ
の
継
承
は
、
何
ら
特
別
な
根
拠
を
設
定
す
る

必
要
の
な
い
、
そ
の
意
味
で
当
然
の
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
観
成
の
寵
籍
取
得
は
特
別
な
根
拠
が
必
要
な
こ
と
と
さ
れ
て
い

(
お
)

る
こ
と
で
あ
る
。

元明の部

以
上
は
、
現
実
に
お
い
て
、
一
一
一
系
統
の
な
か
で
最
初
に
笹
田
・
畿
籍
を
獲
得
し
た
の
が
観
佐
系
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
時
期
は
①
の
弘
治

(
汎
)

十
八
年
j
正
徳
元
年
で
あ
る
こ
と
、
広
徳
系
・
観
成
系
は
観
佐
系
の
畿
籍
保
有
に
依
拠
し
て
、
電
籍
を
取
得
し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
こ

れ
ら
の
点
は
、
②
の
時
期
に
お
い
て
、
族
諮
を
編
纂
す
る
力
量
を
有
し
て
い
た
の
が
観
佐
系
の
み
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
一
一
一
系
統
の

な
か
の
最
大
勢
力
が
観
佐
系
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
こ
と
と
矛
盾
し
な
い
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
一
二
系
統
聞
の
力
量
の
棺
違
と
依
存

間

γ
の
設
立
時
か
ら
崇
暇
年
間
ご
ろ
ま
で
(
注
お
参
照
)
は
、
観
佐
系
の
徐
建
祥
戸
が
寵
排
を
占
め
、
広
穂

関
係
か
ら
、
①
の
第
一
一
場
第

系
の
鐙
一
戸
と
観
成
系
の
徐
法
義
一
戸
は
寵
申
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
よ
う
。

さ
て
崇
禎
年
間
に
は
、
観
成
系
も
族
諮
を
編
纂
す
る
力
量
を
も
つ
に
吏
る
。
そ
し
て
⑥
「
十
排
考
」
作
成
時
に
は
、
第
二
場
第
一
甲
の

鐙
排
は
観
成
系
の
徐
法
義
戸
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
前
提
に
、
崇
柏
j
康
問
…
年
間
の
現
実
を
推
測
し
よ
う
。

観
佐
系
と
広
徳
系
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
崇
骸
一
二
年
の

A
4
か
ら
燦
照
年
間
の

A
5
・
A
6
に
主
る
ま
で
、
広
椋
系
が
広
達
観
佐

系
に
依
存
し
て
龍
籍
を
取
得
し
た
と
い
う
設
定
に
変
化
は
な
い
。
特
に
A
6
は
、
広
徳
系
が
族
唯
一
聞
を
編
纂
し
た
の
が
、
他
の
ニ
系
統
に
比

べ
て
遅
く
、
清
代
の
康
照
四
十
八
年
で
あ
っ
た
こ
と
に
雷
及
し
て
い
る
か
ら
、
康
照
四
十
八
年
以
前
に
お
け
る
広
穂
系
の
力
量
が
他
の
二

系
統
に
比
べ
て
相
対
的
に
小
さ
い
こ
と
が
わ
か
る
。
観
佐
系
と
観
成
系
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
注
お
に
記
し
た
ご
と
く
、

8
1
が
警
か

れ
た
山
出
閉
鎖
二
年
の
時
点
に
お
い
て
は
、
観
成
系
の
地
位
は
、
前
山
の
ニ
系
統
、
特
に
観
佐
系
の
地
位
と
比
較
し
て
劣
位
で
あ
っ
た
と
推
測

さ
れ
る
。
し
か
し
康
熊
四
十
八
年
の

A
6
は
、
前
山
の
観
佐
系
お
よ
び
広
徳
系
の
合
計
一
戸
数
と
北
嶺
の
観
成
系
の
一
戸
数
を
各
々
「
千
数
百

と
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
観
佐
系
と
観
成
系
の
み
の
比
較
で
は
、
観
成
系
の
一
戸
数
の
方
が
観
佐
系
の
そ
れ
よ
り
多
く
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
康
問
問
五
十
九
年
の

B
2
に
お
け
る
回
世
義
彰
の
城
樫
巴
岡
部
建
で
の
活
躍
や
B
3
に
お
け
る
観
成
系
人
口
の
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一
一
層
の
増
大
(
注
げ
参
照
)
は
、
徐
氏
一
族
内
に
お
け
る
観
成
系
の
力
量
増
大
を
窺
わ
せ
る
。
さ
ら
に
⑤
で
は
、
徐
法
義
一
戸
が
す
で
に
趨

排
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、

A

6
の
康
照
四
十
八
年
ご
ろ
を
境
に
、
観
成
系
の
力
量
が
観
佐
系
の
そ
れ
を
次
第
に
凌
駕
し
、

そ
の
後
に
寵
排
の
地
位
を
観
成
系
の
徐
法
義
一
戸
が
占
め
、
逆
に
観
佐
系
の
徐
建
祥
一
戸
は
罷
甲
に
転
落
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

と
こ
ろ
で
徐
氏
宗
諸
に
お
い
て
、
設
定
ー
か
ら
設
定
2
へ
の
転
換
が
矛
腫
を
も
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
は
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
。
嘉
靖
・
陵

度
年
間
の
設
定
1
は
、
広
達
・
広
徳
の
兄
弟
関
係
、
観
佐
・
観
成
の
兄
弟
関
係
を
登
場
さ
せ
、
ま
た
広
達
・
広
徳
を
一
冗
代
死
亡
と
設
定
す

る
。
こ
れ
は
、
広
遠
の
洪
武
二
十
四
年
に
お
け
る
鐙
籍
取
得
な
ど
、
崇
顧
三
年
に
至
っ
て
登
場
す
る
設
定
2
を
、
嘉
靖
・
陸
慶
年
間
の
徐

氏
が
全
く
念
頭
に
お
い
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
で
は
、
嘉
靖
・
隆
慶
年
間
の
徐
氏
は
寵
籍
取
得
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
た
の
か
。
考
え
ら
れ
う
る
推
測
は
、
弘
治
十
八
年
j
正
徳
元
年
に
上
下
柵
へ
参
加
し
た
実
際
に
即
し
て
、
そ
の
時
に
実
在
し
て

明1-t珠iIデルタの宗族・族諮-戸籍

い
た
一
一
一
系
統
の
祖
先
た
ち
が
寵
籍
を
取
得
し
た
(
観
佐
系
が
後
排
を
、
広
徳
系
と
観
成
系
が
遊
間
?
を
占
め
た
)
と
い
う
事
実
を
そ
の
ま
ま
認
め

て
い
た
、
と
な
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
万
暦
四
十
一
一
一
年
に
「
十
排
」
全
体
が
、
明
初
に
お
け
る
寵
籍
取
得
の
一
言
説
を
表
明
す
る
よ
う
に
な
る
と
、

徐
氏
に
は
二
つ
の
必
要
が
生
じ
た
。
第
一
は
、
洪
武
二
十
四
年
に
寵
籍
を
取
得
し
た
祖
先
を
設
定
す
る
必
要
で
あ
る
。
第
二
は
、
そ
の
祖

先
が
三
系
統
各
々
の
寵
籍
継
承
・
取
得
を
血
縁
系
譜
的
に
無
理
な
く
説
明
で
き
る
必
要
で
あ
る
。
そ
し
て
、
第
二
の
必
要
を
満
た
す
祖
先

と
し
て
は
、
す
で
に
設
定
1
が
広
達
・
広
徳
の
兄
弟
関
係
、
観
佐
・
観
成
の
兄
弟
関
係
を
設
定
し
て
い
た
の
で
、
広
達
が
選
ば
れ
た
。
し

か
し
今
度
は
、
第
一
の
必
要
を
満
た
す
た
め
に
、
設
定
1
と
矛
属
す
る
形
で
、
広
達
が
洪
武
年
間
に
生
存
し
て
い
た
と
い
う
設
定
2
へ
変

更
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

「
十
排
」
全
体
が
共
有
し
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
上
下
榔
の

「
十
排
」
全
体
が
弘
治
十
八
年
j
正
穂
元
年
に
お
か
ず
に
、
明
初
に
お
こ
う
と
す
る
の
は
な
ぜ
か
。
こ
の

問
題
に
答
え
る
に
は
、
視
野
を
香
山
県
恭
常
都
の
上
下
榔
か
ら
、
明
代
珠
江
デ
ル
タ
全
体
に
広
げ
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
間
題
に
関
連
し

担
先
が
明
初
に
趨
籍
を
取
得
し
た
と
い
う
一
言
説
は
、
徐
氏
だ
け
で
な
く
、

設
置
H

寵
籍
取
得
の
年
次
を
、

479 

て
筆
者
は
、
明
代
珠
江
デ
ル
タ
社
会
の
授
史
的
構
鴎
と
し
て
、
①
明
朝
、
②
明
朝
畏
甲
制
へ
の
参
入
を
拒
む
「
土
民
」
(
非
漢
族
の
「
鯛
猿
」
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480 

と
北
方
か
ら
移
住
し
て
き
た
漢
族
と
が
融
合
し
た
氏
系
)
と
綱
棟
、
③
「
土
民
」
の
中
か
ら
誕
生
し
、
明
朝
里
中
制
へ
参
入
し
て
い
く
広
府
入
、

と
い
う
図
式
を
提
示
し
た
。
そ
し
て
、
正
統
年
間
か
ら
明
末
に
至
る
間
に
、
「
土
民
」
と
嗣
擦
は
淘
汰
さ
れ
て
い
き
、
珠
江
デ
ル
タ
の
大

元明の部

部
分
は
広
府
人
の
世
界
と
な
る
。
こ
の
た
め
、
広
府
人
で
あ
る
こ
と
を
社
会
的
に
証
明
す
る
に
は
、
正
統
年
間
よ
り
前
か
ら
、
特
に
明
初

か
ら
思
申
制
に
帰
属
し
て
い
た
こ
と
を
、
史
実
で
あ
れ
、
一
一
一
日
説
で
あ
れ
示
す
必
要
が
生
じ
た
、
と
の
仮
説
を
提
示
し
た
[
片
山
一

0
0
凶〕。

そ
し
て
、
本
稿
の
検
討
か
ら
判
明
す
る
の
は
、
「
十
排
」
全
体
お
よ
び
そ
の
構
成
員
た
る
徐
氏
や
章
氏
・
容
氏
が
、
明
初
に
お
け
る
寵
籍

取
得
と
弘
治
十
八
年
j
正
徳
一
冗
年
(
正
統
年
間
よ
り
も
後
代
で
あ
る
)
に
お
け
る
寵
籍
取
得
と
を
比
べ
て
、
価
値
あ
る
も
の
と
し
て
前
者
を

意
識
的
に
選
、
び
取
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
れ
は
筆
者
の
仮
説
の
例
証
と
な
ろ
う
。

お
わ
り
に

徐
氏
の
場
合
、
明
清
時
代
を
通
じ
て
挙
人
以
上
の
科
挙
合
格
者
は
出
て
い
な
い
。
そ
し
て
科
挙
よ
り
も
商
業
に
力
を
注
い
で
い
る
[
西

川
二

0
0
0
、
頁
七
七
〕
。
つ
ま
り
、
科
挙
合
格
者
を
出
さ
ず
、
ま
た
科
挙
合
格
者
を
山
山
す
こ
と
を
志
向
し
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
三
系

(
お
)

統
は
い
ず
れ
も
宗
絹
・
族
詩
を
備
え
、
か
つ
一
一
一
系
統
の
聞
で
宗
族
結
合
が
生
ま
れ
、
継
続
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
井
上
徹
氏
が
珠
江

デ
ル
タ
を
含
む
明
代
の
宗
族
結
合
の
動
因
に
つ
い
て
提
出
し
て
い
る
仮
説
!
i
i科
挙
合
格
者
を
出
す
た
め
の
共
通
利
害
を
軸
に
、
あ
る
い

は
科
挙
合
格
者
の
出
現
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
特
権
を
軸
に
宗
族
が
結
合
さ
れ
て
い
く
1
1
i
で
は
、
徐
氏
の
宗
族
結
合
を
説
明
で
き
な
い
。

本
稿
の
検
討
結
果
か
ら
す
れ
ば
、
一
一
一
系
統
の
問
の
紐
帯
を
、
弘
治
・
正
徳
j
嘉
鶏
・
隆
慶
年
間
に
つ
い
て
は
現
実
次
元
に
お
け
る
寵
籍
取

得
を
め
ぐ
る
付
与
l
依
存
関
係
か
ら
、
ま
た
万
暦
を
経
た
崇
蹴
年
間
以
降
に
つ
い
て
は
一
言
説
次
元
に
お
け
る
寵
籍
取
得
を
め
ぐ
る
付
与
|

依
存
関
係
か
ら
説
明
す
る
方
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
弘
治
十
八
年
i
正
徳
一
元
年
に
取
得
し
た
寵
籍
の
価
値
は
小
さ
く
、
明
初
に
取
得
し
た
寵
籍
の
価
値
は
大
き
い
と
い
う
価
値
観
に
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つ
い
て
は
、
そ
れ
は
遅
く
と
も
万
暦
四
十
一
一
一
年
に
は
出
現
し
、
康
照
年
間
ま
で
は
確
実
に
続
い
て
い
る
。
清
末
に
編
纂
さ
れ
た
徐
氏
宗
譜

に
、
議
籍
の
取
得
を
め
ぐ
る
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
清
求
ま
で
続
い
て
い
る
と
も
い
え
よ
う
。
こ
の
価
値
観
は
徐

氏
だ
け
で
な
く
、
「
十
排
」
を
構
成
す
る
他
の
宗
族
に
も
共
有
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
明
清
珠
江
デ
ル
タ
の
族
譜
を
見
る
と
、
香
山
県
恭

常
都
だ
け
で
な
く
他
県
で
も
、
ま
た
鐙
籍
だ
け
で
な
く
民
籍
を
も
含
め
て
、
明
初
に
お
け
る
盟
申
一
戸
籍
の
取
得
を
掲
げ
る
も
の
が
多
い
。

し
た
が
っ
て
明
か
ら
治
末
、
さ
ら
に
民
間
に
至
る
珠
江
デ
ル
タ
の
宗
焼
結
合
、
な
ら
び
に
か
か
る
諸
宗
族
か
ら
成
る
地
域
社
会
の
形
成
要

国
と
そ
の
構
造
の
解
明
に
は
、
明
初
に
取
得
し
た
里
甲
一
戸
籍
を
一
倒
の
価
値
あ
る
財
と
考
え
て
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
、
一
戸
籍
の
新
規
獲
得
や
継
承
に
隠
す
る
説
明
を
後
代
に

H

創
作
。
し
よ
う
と
す
る
場
合
、
そ
の
最
も
合
理
的
説
明
方
法
と
し
て
、

権
利
の
付
与
・
継
示
と
い
う
原
理
を
内
包
し
て
い
る
血
縁
関
係
(
特
に
父
子
・
兄
弟
)
に
求
め
る
傾
向
を
看
取
で
き
る
。
こ
れ
が
虚
偽
的
な

も
の
を
含
め
て
、
宗
族
結
合
が
明
代
以
降
の
珠
江
デ
ル
タ
に
浸
透
し
て
い
る
一
回
で
は
な
か
ろ
う
か
。

明代珠江デルタの宗族・族諮・戸籍

〈
主
要
文
献
〉
副
題
は
巡
笈
に
省
略
し
た
。

井
上
徹
ニ

0
0
0
「
中
閣
の
宗
族
と
民
家
の
礼
制
」
研
文
出
版
。

片
山
測
二
O
O
聞
で
広
東
人
u

誕
生
・
成
立
史
の
謎
を
め
ぐ
っ
て
」
門
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
い
羽
田
巻
。

瀬
川
日
間
久

一
九
九
六
万
妖
諮
」
胤
響
社
。

一0
0
0
「
済
代
珠
江
デ
ル
タ
の
地
域
社
会
一
呑
山
県
の
場
合
」
(
下
)
、
円
北
陸
大
学
紀
要
」

濁
川
喜
久
子

一
四
号
。

山
田
賢
二

O
O
ニ
「
書
評
井
上
徽
箸
苫
1

図
の
宗
族
と
悶
家
の
礼
制
」
」
門
名
古
屋
大
学
東
洋
史
研
究
報
止
と
こ
六
号
。

察
志
祥

一
九
九
四
「
肇
南
地
域
社
会
論
一
定
住
権
を
中
心
と
し
て
」
吋
ア
ジ
ア
か
ら
考
え
る
3
周
縁
か
ら
の
歴
史
」
東
京
大
学
出
版
会
。

481 

隙
忠
烈

一
九
九
九
「
珠
江
一
一
一
角
洲
山
氏
村
実
地
調
査
所
見
約
幾
穏

H

族
諮
N

資
料
及
若
干
問
題
的
思
考
」
柏
様
、
五
一
編

2W(祝
王
銭
翰
教
授
八
十
五
箆
本

廃
迷
教
授
七
十
薬
誕
学
術
論
文
ム
口
集
」
ム
口
肥
、
品
開
一
山
次
回
社
。
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482 元明の部

科
大
衡

(
U
2広
H
V
m
g

吋
由
)
一
九
九
九
「
国
家
与
礼
儀
一
宋
歪
済
中
葉
珠
江
一
一
一
角
洲
地
方
社
会
的
国
家
認
向
」

Ei山
大
学
学
級
(
社
会
科
学
版
)
い
一
一
一

九
巻
五
刻
。

〉王2 

恭
品
市
都
は
香
山
県
の
辺
境
に
位
霞
す
る
。
関
川
二

0
0
0
、
頁
七
三
参
照
。

本
稿
で
は
「
日
設
定
」
と
い
う
認
を
多
用
す
る
。
そ
の
理
由
は
一
ニ
つ
あ
る
。
第
一
は
、
あ
る
宗
族
の
族
諮
ゃ
あ
る
組
織
の
将
文
に
記
述
さ
れ
て
い

る
事
柄
が
、
必
ず
し
も
笑
託
を
経
た
史
実
と
は
閉
山
ら
ず
、
偽
造
・
創
作
に
か
か
る
場
合
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
第
ニ
は
、
あ
る
「
設
定
」
が
族
諮

や
碑
文
に
公
示
さ
れ
る
の
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
当
該
の
宗
族
や
組
織
が
社
会
的
に
十
全
な
地
位
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
か
ら
で
あ
る
、
と
の
仮

説
を
も
つ
こ
と
に
よ
る
。
第
三
は
、
こ
れ
ら
の
「
設
定
」
を
探
る
こ
と
で
、
そ
の
社
会
の
持
代
的
地
域
的
特
質
を
解
明
で
き
る
と
怠
う
か
ら
で
あ

る。

3 

広
遼
と
広
徳
が
兄
弟
、
観
佐
と
観
成
が
兄
弟
と
い
う
設
定
す
ら
、
実
一
一
蹴
さ
れ
た
史
実
で
は
な
い
こ
と
に
留
意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
観
佐
系
族

諮
(
次
段
参
照
)
の
巻
三
散
系
図
に
は
、
二
世
広
逮
・
広
徳
の
弟
と
し
て
広
資
が
w
銭
湯
す
る
。
た
だ
し
族
諮
中
で
河
宗
か
ど
う
か
を
疑
問
視
さ
れ

て
お
り
、
関
連
し
た
言
及
も
な
い
の
で
、
本
稿
で
の
検
討
対
象
外
と
す
る
。
ま
た
同
じ
巻
三
世
系
霞
に
は
、
広
遠
の
養
子
と
し
て
、
一
一
一
肢
に
観
養
・

餓
誕
の
ニ
人
が
即
日
且
場
す
る
が
、
族
諮
出
?
に
関
連
し
た
一
言
及
が
な
い
の
で
、
同
様
に
本
稿
で
の
検
討
対
象
外
と
す
る
。

西
川
氏
が
利
用
し
た
光
緒
八
年
増
修
吋
香
山
徐
氏
宗
諮
」
は
、
綴
成
系
の
宗
諮
で
あ
ろ
う
(
注

5
参
照
)
。

西
川
氏
が
利
用
し
た
宗
誠
一
聞
は
、
本
宗
諮
の
う
ち
の
「
北
嶺
徐
氏
宗
諮
」
と
怠
わ
れ
る
。
西
川
氏
に
よ
れ
ば
、
本
宗
務
の
編
纂
者
徐
潤
は
北
嶺
系

十
七
世
で
、
+
品
ナ
鴻
占
禁
関
連
の
浮
務
企
業
に
参
与
し
た
清
米
の
笑
業
家
で
あ
る
。
な
お
、
民
国
「
香
山
県
中
心
」
巻
三
闘
拠
地
、
氏
族
(
四
一
一
一
葉
表
)
は
、

「
碧
嶺
徐
族
」
と
し
て
北
綴
の
観
成
系
を
紹
介
す
る
が
、
若
干
の
誤
り
が
あ
る
。
そ
し
て
前
山
を
本
拠
と
す
る
観
佐
系
と
広
徳
系
は
紹
介
さ
れ
て
い

な
い
。
観
成
系
の
み
を
紹
介
す
る
の
は
、
山
総
米
に
お
け
る
香
山
徐
氏
は
、
徐
、
潤
の
活
躍
に
阿
ん
ら
れ
る
よ
う
に
、
前
山
の
一
一
系
統
よ
り
も
北
嶺
の
観

成
系
の
方
が
優
勢
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し

A
I
-
A
2
の
内
容
が
、
途
一
叫
が
編
纂
し
た
当
時
の
ま
ま
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
後
代
に
加
祭
・
削
除
の
改
変
を
受
け
た
可
抽
出
性
が

4 5 6 

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
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A
2
は
、
前
山
の
先
住
者
と
綴
伎
と
の
関
係
に
つ
い
て
興
味
深
い
内
容
を
語
る
が
、
本
稿
で
は
紙
憾
の
都
合
で
論
及
し
な
い
。

十
例
宋
期
の
隠
封
は
金
朝
治
下
で
あ
り
、
十
間
宋
治
下
で
は
な
い
。
た
だ
し

A
I
の
「
宋
季
」
を
北
米
末
と
仮
定
す
る
と
、
広
透
・
広
徳
の
生
存
期

間
に
関
し
て
、
問
じ
く
嘉
靖
・
滋
慶
年
間
に
作
成
さ
れ
た

A
3
の
内
容
(
後
述
参
照
)
と
矛
盾
が
生
じ
る
。
そ
こ
で
南
米
末
と
判
断
す
る
。

(
9
)
A
1
は
延
併
に
つ
い
て
生
前
に
宋
米
を
迎
え
た
と
記
す
。
し
か
し
広
逮
・
広
徳
に
つ
い
て
は
、
生
前
に
宋
米
を
迎
え
た
と
は
記
さ
な
い
か
ら
、

広
逮
・
広
徳
は
一
冗
初
に
生
ま
れ
た
と
設
定
し
て
い
る
と
挺
測
さ
れ
る
。

(
叩
)
広
逮
・
広
徳
に
つ
い
て
の
つ
苅
に
仕
え
る
」
や
鋭
佐
に
つ
い
て
の
「
明
に
仕
え
る
」
は
、
一
般
に
は
、
元
朝
や
明
朝
の
官
僚
に
な
っ
た
こ
と
を

窓
味
す
る
。
た
だ
し
管
え
で
は
、
本
宗
諮
所
収
の
資
料
、
お
よ
び
姦
務
・
乾
隆
・
道
光
・
民
間
の
歴
代
の
「
香
山
県
志
い
に
は
、
広
遼
・
広
徳
や

観
佐
が
元
朝
や
明
朝
の
官
僚
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
も
の
は
な
い
。
こ
こ
で
は
つ
克
人
」
「
明
人
」
の
笈
味
で
解
し
て
お
く
。

(口
)
A
3
に
よ
れ
ば
、
聞
役
設
は
父
鋭
佐
が
数
え
年
一
二
十
五
歳
の
時
に
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
宋
米
i
元
代
の
徐
氏
で
は
、
一
世
一
代
が
一
一
一
十
五

年
で
あ
っ
た
と
仮
定
す
る
と
、
一
一
世
一
広
遠
の
生
年
は
一
二
八
九
年
(
宋
一
冗
交
替
の
一
一
一
七
一
年
か
ら
十
八
年
後
)
と
な
り
、
始
祖
延
鮮
の
生
年
は

一
二
五
四
年
(
宋
一
%
交
努
の
一
一
一
七
一
年
よ
り
二
十
七
年
前
)
と
な
る
。
こ
の
う
ち
、
延
昨
の
生
年
が
二
一
支
部
年
と
い
う
仮
定
は
、

A
1
の

「
延
一
昨
は
生
前
に
南
宋
米
を
迎
え
た
」
と
符
合
す
る
。
そ
し
て
、
こ
の
仮
定
に
も
と
づ
き
、
洪
武
二
十
四
年
(
一
一
一
一
九
二
時
点
の
広
遠
の
年
齢
を

一
割
引
算
す
る
と
、
数
え
年
で
百
一
一
一
歳
と
な
っ
て
し
ま
う
。

(
ロ
)
広
途
は
前
山
に
移
る
前
に
一
一
一
ケ
所
に
住
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
移
住
先
の

8
的
地
が
予
め
決
ま
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
。
目
的
地
不
明

で
、
か
つ
途
中
で
離
れ
離
れ
に
な
っ
た
兄
弟
が
、
一
方
の
定
着
先
で
偶
然
に
再
会
す
る
と
い
う
設
定
は
、
史
実
と
は
考
え
が
た
く
、
創
作
の
可
能

性
が
大
き
い
。

(
日
)
明
朝
に
お
け
る
最
初
の
一
戸
籍
確
定
卒
業
は
、
一
戸
帖
式
に
よ
っ
て
、
問
中
間
T
制
が
会
図
的
に
実
施
さ
れ
る
洪
武
十
四
年
以
前
に
実
施
さ
れ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
嘉
靖
吋
香
山
県
士
山
」
巻
二
民
物
志
、
一
戸
口
、
洪
武
十
郎
年
の
条
は
「
詔
天
下
始
造
資
問
」
と
あ
る
の
み
で
、
突
如
編
造
に

よ
っ
て
判
判
明
す
る
一
戸
口
数
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
一
戸
口
数
が
掲
示
さ
れ
る
の
は
洪
武
ニ
十
四
年
が
最
初
で
、
以
後
、
黄
加
が
編
迭
さ
れ
る
年
の
多

く
に
つ
い
て
、
一
戸
口
数
が
掲
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
じ
く
巻
ニ
民
物
士
山
、
回
賦
に
お
け
る
「
回
池
山
塘
」
「
変
税
麦
」
「
秋
稼
米
」
の
額
数
掲

示
も
洪
武
二
十
四
年
か
ら
始
ま
る
。
こ
れ
ら
は
、
香
山
県
に
お
け
る
一
戸
籍
の
確
定
や
盟
申
制
の
笑
施
が
洪
武
二
十
四
年
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す

7 8 
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る
。
本
宗
諮
が
、
広
遠
の
一
戸
籍
取
得
の
年
次
を
洪
武
十
周
年
で
は
な
く
、
洪
武
二
十
四
年
に
お
く
の
は
右
の
理
由
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
。

A
4
と
比
較
し
て
、

A
l
j
A
3
は
偽
造
性
が
少
な
い
と
忍
わ
れ
る
。
し
か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
A
l
i
A
3
の
内
容
が
す
べ
て
史
実
に
忠

(
は
)

Jr;明の部

実
で
あ
る
と
も
思
わ
れ
な
い
。

(お
)
B
1
作
成
時
点
で
は
、
先
行
す
る
族
諮
と
し
て
は
透
可
一
編
纂
の
族
諮
し
か
な
い
。
そ
し
て
そ
こ
で
は
、
広
遼
は
元
代
に
死
亡
し
た
と
設
定
さ
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て

B
I
の
叙
述
の
み
で
は
、
広
遠
の
取
得
し
た
一
戸
籍
が
明
朝
の
一
戸
籍
と
は
い
え
な
い
。

(
日
)
佐
伯
官
同
『
中
国
塩
政
史
の
研
究
」
(
法
律
文
化
社
、
一
九
八
七
年
)
寅
一
一
一
七
八
、
阪
川
二

0
0
0
、
真
七
一
一
一
j
七
回
、
参
照
。

(
げ
)
乾
隆
二
年
の

B
3
も
設
定
2
を
踏
襲
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
は
観
成
系
の
人
口
の
清
代
に
お
け
る
一
時
閣
の
増
大
が
窺
え
る
。

(
路
)
鼠
縁
関
係
に
依
拠
し
て
新
た
に
一
戸
時
絡
を
取
得
す
る
事
例
と
し
て
、
本
宗
識
に
は
、
兄
弟
関
係
、
父
と
次
予
の
関
係
に
も
と
づ
く
こ
例
が
登
場
す

る
。
本
宗
諮
に
は
、
そ
れ
を
越
え
た
血
縁
関
係
(
例
え
ば
堂
兄
弟
)
に
よ
る
取
得
の
事
例
が
受
場
し
な
い
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、

兄
弟
関
係
や
父
と
次
予
の
関
係
に
よ
る
戸
籍
の
新
規
取
得
が
、
史
実
記
に
お
い
て
、
明
朝
の
規
定
に
合
致
す
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
未
詳

で
あ
る
。
し
か
し
史
実
街
と
は
別
に
、
本
宗
務
で
は
そ
れ
ら
は
許
容
さ
れ
る
も
の
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
。

(ω)
徐
氏
一
族
の
な
か
で
最
初
に
、
そ
し
て
洪
武
二
十
四
年
に
明
朝
の
趨
籍
を
取
得
し
た
の
が
回
世
議
で
あ
っ
た
と
い
う
の
は
あ
く
ま
で
仮
定
で
あ

り
、
確
実
な
挙
実
で
は
な
い
。
ニ

3
参
照
。

(
初
)
本
宗
諮
を
収
集
し
た
の
は
一
九
八
六
年
h

そ
で
あ
り
、
そ
の
時
点
で
は
、
談
に
弟
が
存
在
す
る
か
否
か
に
は
関
心
が
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
こ

の
い
白
…
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

(
幻
)
一
白
川
ニ

0
0
0
(
頁七一一一
j
七
四
)
が
、
民
間
十
八
年
(
一
九
一
一
九
)
章
一
修
「
容
氏
諮
牒
」
巻
十
六
「
十
排
孜
」
と
、
民
間
二
十
六
年
(
一
九

三
七
)
震
修
言
受
民
族
諮
い
巻
十
一
一
「
十
排
考
」
と
を
紹
介
・
検
討
し
て
い
る
。
後
者
の
空
間
三
民
族
諮
」
は
翠
微
孝
氏
の
族
諮
で
あ
る
か
ら
、
本

稿
が
利
附
加
す
る
光
絡
一
一
一
十
四
年
刊
ウ
青
山
翠
微
念
氏
族
譜
い
を
窓
一
修
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

(幻

)
C
1
の
(
後
略
)
部
分
に
、
康
烈
四
十
四
年
に
挙
人
に
合
格
し
た
郭
以
知
の
話
が
笠
場
す
る
。
な
お
、
郭
以
知
は
「
十
排
」
か
ら
の
初
め
て
の

挙
人
合
格
者
で
あ
る
〔
西
川
ニ

0
0
0
、
頁
七
回
〕
。

(
お
)
「
榔
」
は
大
き
な
坂
場
を
分
お
し
た
も
の
で
あ
る
(
林
振
翰
「
盤
欽
鮮
血
ぷ
頁
辰
二
十
六
)
。
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本
氏
の
場
合
、
洪
武
閥
年
か
ら
の
経
籍
保
有
は
「
出
諮
」

H
康
照
五
十
一
一
一
年
の
「
悶
T
午
」
家
殺
か
ら
見
ら
れ
る
と
い
う
(
吋
香
山
翠
微
傘
氏
族
諮
」

巻
一
、
第
六
世
陛
伝
)
。
奈
一
九
九
四
(
頁
ニ
一
二
)
の
上
柵
虚
氏
も
、
開
基
祖
依
徳
を
明
初
の
人
と
し
て
お
り
、
「
十
扮
」
の
一
員
と
忠
わ
れ
る
。

(
お
)
祭
線
二
年
の

B
I
で
描
か
れ
る
義
彰
と
、
康
照
五
十
九
年
の

B
2
で
拙
か
れ
る
義
彰
と
で
は
、
そ
の
人
物
像
が
か
な
り
異
な
る
。
こ
れ
は
鋭
成

系
の
地
位
上
昇
が
、
実
際
に
は
「
明
中
葉
」
で
は
な
く
、
祭
鎖
以
降
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。

(
お
)
塩
田
が
泥
沙
の
准
績
の
た
め
に
次
第
に
「
禾
問
」
と
な
り
、
製
塩
が
減
退
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
「
ぃ
脱
税
」
が
残
っ
た
た
め
、
筒
民
の
負
担
が

震
く
な
っ
た
。
そ
れ
を
改
革
し
た
の
が
知
県
但
啓
一
冗
で
あ
る
。
但
啓
一
冗
の
伝
は
道
光
「
香
山
県
志
い
巻
五
、
笈
総
・
明
、
六
十
一
葉
表
に
あ
る
。

(
幻
)
乾
際
?
森
山
県
志
」
巻
問
、

m
判
官
、
知
県
は
、
但
啓
一
兆
の
在
任
期
間
を
万
暦
四
十
二
l
凶
十
四
年
と
し
、
巻
一
一
一
、
塩
法
(
九
紫
裳
。
後
掲
の
C

3
は
そ
の
…
部
)
は
、
仮
啓
一
冗
の
改
革
を
万
際
四
十
四
年
の
こ
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
乾
隆
吋
香
山
県
士
山
」
は
C
2
の
御
文
を
掲
載
し
て
い
な
い
。

(
お
)
こ
れ
は
C
2
の
(
中
略
)
部
分
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
C
2
は
「
滋
洪
」
と
す
る
が
制
限
り
で
あ
ろ
う
。
「
明
済
摩
科
進
士
題
名
僻
録
い
(
ム
ロ

北
、
華
文
書
局
、
民
間
五
八
年
)
に
よ
れ
ば
、
滋
洪
は
万
感
ニ
十
九
年
の
進
士
で
、
つ
広
州
府
南
海
県
民
籍
。
香
田
内
県
人
」
(
本
賞
は
番
馬
県
だ
が
、

愛
試
を
南
海
県
の
民
籍
枠
で
受
験
し
、
合
格
)
と
あ
る
。
郭
尚
貧
は
万
暦
一
一
一
十
二
年
の
進
士
で
、
「
広
州
府
南
海
県
民
籍
」
と
あ
る
。
郭
尚
箆
が
刑

科
給
夢
中
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
宗
明
史
い
巻
二
百
二
、
道
光
吋
広
東
通
志
』
巻
二
八
二
、
枕
一
寸
の
伝
で
確
認
で
き
る
。
な
お
南
海
県
民
籍
の
郭
尚
資
と

香
山
県
議
籍
の
上
柵
第
二
中
郭
振
関
一
戸
と
の
関
係
は
未
詳
。

(
m
u
)

道
光
門
香
山
悶
雲
仙
い
巻
一
一
、
建
置
、
学
校
(
六
十
薬
表
)
0

(
初
)
道
光
吋
香
山
県
士
出
巻
一
ニ
、
塩
法
も
同
じ
記
事
を
載
せ
る
。

(
幻
)
管
見
で
は
、
こ
の
昭
一
ハ
廷
挙
に
よ
る
改
革
に
言
及
す
る
の
は
「
香
山
県
志
」
の
み
で
あ
り
、
実
録
等
の
他
の
史
料
で
は
確
認
で
き
な
い
。
道
光

吋
広
東
通
士
記
巻
二
百
四
十
一
二
、
箆
績
録
十
一
ニ
に
田
口
ハ
廷
挙
の
伝
が
あ
る
が
、
こ
の
塩
法
改
革
の
話
は
出
て
こ
な
い
。

(幻

)
C
3
の
「
民
一
戸
」
に
つ
い
て
は
、
そ
の
阿
久
体
的
内
容
が
一
切
不
明
で
あ
る
の
で
、
本
稿
で
は
検
討
対
象
外
と
す
る
。

(
お
)
観
伎
と
異
な
り
、
綴
成
が
広
逮
の
造
業
を
継
承
し
な
い
と
い
う
設
定
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
観
佐
と
綴
成
が
実
際
に
は
兄
弟
で
は
な
い
、
つ
ま

り
観
佐
系
と
鋭
成
系
が
元
来
は
血
縁
系
諮
関
係
に
な
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

広
徳
が
広
迷
の
弟
に
、
綴
成
が
広
遠
の
次
予
に
設
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
広
逮
i
綴
佐
系
と
接
近
し
た
時
期
は
、
広
徳
系
の
方
が
観
成
系
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486 元明の部
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よ
り
も
早
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

上
下
二
慨
酬
を
構
成
す
る
他
の
宗
族
も
、
明
諸
問
時
代
を
通
じ
て
科
挙
の
志
向
が
薄
く
、
商
業
の
志
向
が
強
い
〔
西
川
一
一

0
0
0
、
百
〈
七
四
j
七
七
〕
。

な
お
、

A
3
を
徐
く
徐
氏
祭
諮
所
収
の
資
料
や

C
2
の
稗
文
は
、
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
文
人
が
書
い
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
徐
氏
や
他

の
宗
族
自
体
は
科
挙
の
志
向
が
滋
い
が
、
文
人
を
利
用
す
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
と
い
え
る
。
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